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論

説

フ
ラ
ン
ス
の
補
足
的
医
療
保
険
（
二
）

｜
｜
社
会
保
障
と
私
保
険
の
狭
間
で
｜
｜

笠

木

映

里

序

本
稿
の
問
題
意
識
と
検
討
対
象

第
一
編

補
足
的
医
療
保
険
｜
現
状
と
発
展
の
歴
史

第
一
章

補
足
的
医
療
保
険

第
二
章

発
展
の
歴
史

第
二
編

補
足
的
医
療
保
険
を
め
ぐ
る
法
制
度
の
展
開
（
一
九
四
六
〜
）

第
一
章

社
会
保
障
制
度
の
創
設
と
補
足
的
医
療
保
険
の
誕
生
（
以
上
前
号
）

第
二
章

補
足
的
医
療
保
険
に
関
す
る
体
系
的
な
法
規
制
の
試
み

第
三
章

欧
州
保
険
市
場
統
合
の
影
響

第
四
章

デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
制
度
化
（
以
上
本
号
）
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第
五
章

デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム
と
医
療
費
抑
制
政
策

第
六
章

被
用
者
の
補
足
的
医
療
保
険
と
「
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」

第
三
編

総
括

第
二
編

補
足
的
医
療
保
険
を
め
ぐ
る
法
制
度
の
展
開
（
一
九
四
六
〜
）

第
二
章

補
足
的
医
療
保
険
に
関
す
る
体
系
的
な
法
規
制
の
試
み

第
一
節

は
じ
め
に

本
章
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
じ
ま
る
、
補
足
的
医
療
保
険
に
関
す
る
一
般
的
・
体
系
的
な
法
規
制
・
法
改
正
の
試
み
を
扱
う
。

第
一
編
で
も
触
れ
た
通
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
補
足
的
医
療
保
険
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
保
険
者
に
共
通
し
て
適
用
さ
れ
る
法
典
は
存

在
し
な
い
。
現
行
法
上
、
補
足
的
医
療
保
険
契
約
お
よ
び
こ
れ
を
管
理
運
営
す
る
保
険
者
に
は
、
保
険
者
の
種
類
に
従
っ
て
、
共
済
法
典

（
共
済
組
合
）、
社
会
保
障
法
典
（
労
使
共
済
制
度
）、
保
険
法
典
（
保
険
会
社
）
が
適
用
さ
れ
る
（
後
述
の
通
り
、
一
九
四
六
年
の
社
会
保

障
制
度
創
設
後
、
一
九
八
九
年
の
法
改
正
に
至
る
ま
で
の
間
、
保
険
会
社
は
法
律
上
は
こ
の
分
野
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
の
で
、
当
時
は
社

会
保
障
法
典
と
共
済
法
典
の
み
が
こ
の
分
野
を
規
律
し
て
い
た
）。
社
会
保
障
制
度
創
設
後
四
〇
年
近
く
が
経
過
し
た
一
九
八
〇
年
代
半
ば

ま
で
、
こ
の
分
野
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
大
き
な
法
改
正
等
は
行
わ
れ
ず
、
各
種
保
険
者
に
適
用
さ
れ
る
法
規
制
は
相
互
に
整
理
さ
れ
な
い

ま
ま
で
あ
っ
た
。

一
九
八
五
年
の
共
済
法
典
改
正
に
は
じ
ま
る
一
連
の
試
み
は
、
直
接
に
は
、
①
被
保
険
者
の
保
護
と
、
②
複
数
の
法
典
に
ま
た
が
る
関
連
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す
る
規
定
の
調
和
・
整
備
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が１

）、
そ
の
目
的
あ
る
い
は
動
機
の
観
点
か
ら
、
大
き
く
二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
国
内
法
独
自
の
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
法
改

正
と
、
Ｅ
Ｕ
法
と
の
整
合
性
を
達
成
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
法
改
正
で
あ
り
、
両
者
は
議
論
の
内
容
や
方
向
性
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
（
た

だ
し
、
前
者
の
法
改
正
も
、
後
者
の
関
心
を
見
す
え
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る２

））。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
種

類
の
法
改
正
に
つ
い
て
、
本
章
と
次
章
に
分
け
て
、
検
討
を
加
え
る
。
本
章
の
検
討
対
象
は
、
一
九
八
五
年
の
共
済
法
典
改
正
と
、
補
足
的

医
療
保
険
全
体
に
関
わ
る
一
九
八
九
年
の
い
わ
ゆ
るE

v
in

法
の
制
定
で
あ
る３

）。

第
二
節

共
済
法
典
改
正
（
一
九
八
五
年
）

⑴

社
会
保
障
制
度
創
設
時
の
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
九
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
（
↓
第
二
編
第
一
章
第
三
節
）
以
降
、
共
済
（
現
行
法
上
の
共

済
組
合
（m

u
tu
elles

）
の
前
身
と
な
っ
て
い
る
各
種
の
組
織
を
あ
わ
せ
、

共
済
」
と
呼
称
し
て
い
る
。
第
一
編
参
照
）
は
、
補
足
的
医
療

保
険
の
提
供
主
体
と
い
う
新
し
い
役
割
を
中
心
と
し
て
、
発
展
を
遂
げ
て
き
た
（
一
九
八
五
年
当
時
の
加
入
者
数
は
約
二
五
〇
〇
万
人４

））。

そ
の
間
、
約
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
、
共
済
を
規
制
す
る
法
的
枠
組
は
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で
あ
り
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
な
っ
て
、
法
改
正

の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
に
至
る
。
上
記
の
一
九
四
五
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
一
八
八
九
年
の
共
済
憲
章
（
↓
第
一
編
第
二
章
第
二
節
）
を
原

型
と
し
た
も
の
で
、
共
済
の
自
由
な
地
位
を
認
め
る
一
方
で
、
依
然
と
し
て
共
済
に
対
す
る
警
戒
・
不
信
を
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
と
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
強
い
行
政
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
共
済
の
自
由
な
活
動
を
妨
げ
る
側
面
が
あ
る
こ
と
が
特
に
問
題
視
さ
れ
た５

）。

当
時
の
共
済
の
活
動
内
容
を
、
立
法
当
時
の
議
論
を
基
礎
と
し
て
概
観
し
て
お
こ
う６

）。
医
療
保
険
財
政
の
逼
迫
の
中
で
、
社
会
保
障
基
礎

制
度
が
カ
バ
ー
し
な
い
費
用
を
支
え
る
主
体
と
し
て
、
共
済
は
徐
々
に
重
要
性
を
増
す
に
至
っ
て
い
た
。
入
院
時
の
日
額
負
担
金
、
医
学
的

効
果
が
明
確
で
な
く
、
社
会
保
障
制
度
に
よ
る
償
還
率
が
低
い
医
薬
品
（m

ed
ica
m
en
ts d

e
co
n
fo
rt’

）
を
購
入
し
た
場
合
の
自
己
負
担
、

社
会
保
障
制
度
に
よ
り
償
還
さ
れ
な
い
病
院
外
で
の
診
察
に
対
す
る
報
酬
、
協
約
料
金
を
超
え
る
報
酬
請
求
が
許
さ
れ
る
場
合
の
当
該
報
酬

フランスの補足的医療保険（二）（笠木）
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部
分
、
な
ど
が
給
付
対
象
の
典
型
的
な
例
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
基
礎
制
度
が
そ
も
そ
も
関
与
し
な
い
、
休
業
・
労
働
停
止
時
の
賃
金
補
助

等
も
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
共
済
は
も
と
も
と
個
人
加
入
を
原
則
と
す
る
が
、
当
時
、
集
団
契
約
へ
の
参
入
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。

こ
の
よ
う
な
中
心
的
な
活
動
以
外
に
、
共
済
は
、
政
治
的
な
観
点
か
ら
、
社
会
保
障
制
度
の
擁
護
を
目
指
し
、
ひ
い
て
は
社
会
保
障
制
度

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
役
割
を
も
担
う
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
反
映
し
て
、
当
時
の
（
現
在
に
お
い
て
も
）
共
済
は
、
上
記
の
通

り
社
会
保
障
制
度
の
自
己
負
担
部
分
を
引
き
受
け
る
組
織
と
し
て
機
能
し
て
い
る
一
方
で
、
自
己
負
担
の
引
き
上
げ
に
最
も
強
く
反
対
す
る

政
治
的
勢
力
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
既
に
言
及
し
た
通
り
（
↓
第
二
編
第
一
章
）、
全
国
教
育
一
般
共
済
（M

u
tu
elle

 
G
en
era

le
 
d
e
 
l’E
d
u
ca
tio
n
 
N
a
tio
n
a
le,

M
G
E
N

）
な
ど
一
部
の
共
済
は
、
一
九
四
七
年
以
降
、
社
会
保
障
基
礎
制
度
の
管
理
運
営
を
一
部
代
行
し
て
担
当
し
て
お
り
、
一
九
八
二

年
以
降
、
共
済
の
全
国
レ
ベ
ル
の
連
盟
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
共
済
全
国
連
盟
（F

ed
era

tio
n
 
N
a
tio
n
a
le
 
d
e
 
la
 
M
u
tu
a
lite

F
ra
n
ça
ise,

F
N
M
F

）
の
代
表
者
は
、
全
国
医
療
保
険
金
庫
の
理
事
会
等
、
各
種
の
社
会
保
険
金
庫
の
意
思
決
定
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、

法
律
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
い
わ
ば
公
的
と
も
い
え
る
役
割
は
、
共
済
の
特
殊
な
性
格
を
反
映
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
共
済
は
、
自
主
的
な
活
動
と
し
て
、
広
範
囲
に
わ
た
る
公
衆
衛
生
活
動
・
社
会
活
動
に
関
与
し
て
い
た
。
病
院
や
高
齢
者
・
障

害
者
向
け
の
施
設
の
運
営
、
加
入
者
へ
の
無
利
子
貸
し
付
け
、
疾
病
予
防
の
た
め
の
試
み
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

⑵

法
改
正
へ
向
け
た
作
業
は
一
九
八
二
年
に
開
始
さ
れ
た７

）。
改
正
に
向
け
て
、
共
済
の
活
動
の
根
本
的
な
原
則
と
し
て
、
以
下
の
三
点
が

改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
①
自
由
（
加
入
の
自
由
、
給
付
内
容
決
定
の
自
由
、
社
会
活
動
の
創
設
・
実
施
の
自
由
）、
②
民
主
的
責
任
（
総
会

を
通
じ
て
組
合
員
全
員
が
管
理
の
責
任
を
負
う
こ
と
、
社
会
活
動
に
つ
き
組
織
と
し
て
独
自
の
方
針
を
決
定
す
る
責
任
）、
③
人
間
の
た
め

の
（
加
入
者
・
市
民
の
た
め
の
）
組
織
管
理
・
運
営
（
非
営
利
性
、
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
た
理
事
等
の
無
報
酬
）。

こ
の
よ
う
に
、
立
法
に
際
し
て
は
、
共
済
の
特
別
な
性
格
と
、
独
自
の
法
的
枠
組
を
維
持
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
ま
ず
確
認
さ
れ
た
。
こ

論 説
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の
改
正
を
契
機
と
し
て
共
済
を
組
合
法
（D

ro
it d

es a
sso

cia
tio
n
s

）
あ
る
い
は
保
険
法
典
の
適
用
下
に
再
編
す
る
こ
と
も
技
術
的
に
は

可
能
で
あ
っ
た
が
、
上
記
の
よ
う
な
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
共
済
に
特
有
の
法
典
を
お
く
と
い
う
従
来
の
枠
組
み
が
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

⑶

新
し
い
共
済
法
典
に
よ
る
重
要
な
変
化
は
、
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る８

）。
す
な
わ
ち
、
①
共
済
に
特
有
の
価
値
・
使
命

が
法
令
上
認
知
さ
れ
た
こ
と
、
②
共
済
の
活
動
の
自
由
度
の
強
化
（
行
政
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
緩
和
）、
③
会
計
上
・
運
営
上
の
ル
ー
ル

の
厳
格
化
に
よ
る
責
任
の
明
確
化
で
あ
る
。
以
下
、
①
〜
③
の
具
体
的
な
内
容
を
概
観
す
る
。

ま
ず
、
①
共
済
的
価
値
が
法
令
上
認
知
さ
れ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
共
済
に
関
わ
る
名
称
の
利
用
制
限
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
改
正
に
よ
り
、
共
済
法
典
の
適
用
を
受
け
る
非
営
利
組
織
の
名
称
が
「
共
済
組
合
（m

u
tu
elles

）」
と
改
称
さ
れ
る
と
共

に
（
法
令
上
、
一
九
四
五
年
ま
で
は
共
済
援
護
組
織
（so

cietes
 
d
e
 
seco

u
rs
 
m
u
tu
els

）、
そ
れ
以
降
は
共
済
組
織
（so

cietes
 

m
u
tu
a
listes

）
と
の
名
称
が
付
与
さ
れ
て
い
た
）、
こ
れ
に
伴
い
、
こ
の
「
共
済
組
合
」
と
の
関
連
性
を
想
起
さ
せ
る
言
葉
（m

u
tu
el,

m
u
tu
elle,

m
u
tu
a
lite

）
の
利
用
が
こ
の
法
典
の
適
用
を
受
け
る
非
営
利
組
織
に
限
定
さ
れ
た
（
一
九
八
五
年
共
済
法
典
Ｌ

.

一
二
二
｜
三

条
）。
保
険
法
上
許
さ
れ
た
特
定
の
例
外
的
場
合
を
除
い
て
、
共
済
法
典
の
適
用
を
受
け
る
組
織
以
外
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
広
告
等
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
使
う
事
は
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
共
済
組
合
と
い
う
名
称
の
保
護
規
定
が

お
か
れ
た
こ
と
は
、
共
済
の
活
動
が
特
別
な
価
値
を
も
つ
こ
と
が
法
令
上
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る９

）。
ま
た
、

Ｌ

.

一
二
一
｜
二
条
に
は
、
加
入
者
の
平
等
取
り
扱
い
が
定
め
ら
れ
、
リ
ス
ク
、
拠
出
金
、
家
族
の
状
況
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
な
い
加
入

者
間
の
不
平
等
な
取
り
扱
い
が
禁
止
さ
れ
る
と
共
に
、
拠
出
金
は
加
入
者
の
収
入
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
う
る
と
の
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
他
方
で
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
超
え
て
、
ど
の
よ
う
な
価
値
が
共
済
に
よ
っ
て
体
現
さ
れ
、
そ
れ
が
拠
出
金
決
定
や
給
付
の
決

定
の
あ
り
方
等
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
①
・
②
に
関
連
し
て
、
共
済
組
合
に
一
般
的
な
権
利
能
力
を
伴
う
法
人
格
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
従
来
は
、
法
律
に

よ
っ
て
特
定
さ
れ
た
事
項
に
つ
き
民
事
法
上
の
権
利
能
力
が
与
え
ら
れ
て
い
た
）。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
変
化
に
伴
い
、
共
済
組
合
の
活
動

（78-１- ）5 5
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の
領
域
が
、
社
会
政
策
に
関
わ
る
活
動
や
、
集
団
加
入
の
契
約
に
も
及
ぶ
こ
と
が
法
令
上
明
示
さ
れ
た
（
但
し
従
来
も
こ
う
し
た
活
動
が
禁

じ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
）。
特
に
後
者
は
、
集
団
契
約
と
い
う
分
野
へ
共
済
組
合
が
本
格
的
に
参
入
す
る
こ
と
を
促
す
も
の
で
あ
り
、

共
済
の
活
動
範
囲
を
広
げ
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
以
降
の
集
団
加
入
の
契
約
の
増
加
と
い
う
傾
向
を
考
慮
し
て
も
重
要
で
あ
る10

）。
ま
た
、
雇

用
契
約
・
労
働
協
約
等
を
通
じ
て
集
団
的
に
共
済
組
合
に
加
入
し
た
労
働
者
は
、
あ
く
ま
で
個
人
と
し
て
共
済
組
合
の
組
合
員
と
し
て
の
地

位
を
獲
得
し
、
当
該
企
業
と
の
つ
な
が
り
を
失
っ
て
も
、
共
済
組
合
の
加
入
者
の
地
位
を
失
わ
な
い
（
一
九
八
五
年
共
済
法
典
Ｌ

.

一
二
一

｜
一
条
二
項
）。
こ
の
点
は
、
後
述
す
る
通
り
集
団
的
な
契
約
に
お
い
て
必
ず
し
も
被
用
者
が
保
険
者
と
の
直
接
の
契
約
関
係
を
も
た
な
い

他
の
保
険
者
（
第
３
節
⑶
）
と
は
大
き
く
異
な
る
。

続
い
て
、
②
活
動
の
自
由
化
と
し
て
、
上
述
の
よ
う
な
一
般
的
な
権
利
能
力
の
付
与
と
も
関
連
し
て
、
活
動
に
対
す
る
国
家
に
よ
る
行
政

的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
共
済
組
合
は
設
立
時
に
明
示
の
承
認
（a

p
p
ro
b
a
tio
n

）
を
必
要
と
す
る
も
の
の
、

い
っ
た
ん
設
立
さ
れ
た
後
の
定
款
変
更
は
黙
示
の
承
認
の
対
象
と
な
る
に
留
ま
る
も
の
と
さ
れ
た
（
一
九
八
五
年
共
済
法
典
Ｌ

.

一
二
二

｜
七
条
一
項
二
項
）。
ま
た
、
財
産
の
処
分
等
の
行
為
で
従
来
行
政
権
に
よ
る
事
前
の
許
可
（a

u
to
risa

tio
n

）
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
も

の
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
外
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
一
九
八
五
年
共
済
法
典
Ｌ

.

一
二
四
｜
一
条
）。
さ
ら
に
、
共
済
組

合
内
部
の
決
定
手
続
が
柔
軟
化
・
簡
素
化
さ
れ
、
総
会
（a

ssem
b
lee g

en
era

le

）
が
保
険
料
額
の
決
定
等
の
権
限
を
理
事
会
に
移
譲
す
る

可
能
性
が
新
た
に
認
め
ら
れ
た11

）。

こ
の
よ
う
に
活
動
の
自
由
化
・
柔
軟
化
が
進
む
の
に
伴
い
、
同
時
に
、
加
入
者
の
利
益
を
尊
重
す
る
た
め
の
③
責
任
の
明
確
化
も
行
わ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
会
計
上
の
ル
ー
ル
が
厳
格
化
さ
れ
、
一
定
額
の
資
産
の
積
立
や
保
証
制
度
へ
の
参
加
が
義
務
付
け
ら
れ
た
（
一
九
八
五
年

共
済
法
典
Ｌ

.

一
二
四
｜
五
条
、
Ｒ

.

一
二
四
｜
三
条
以
下
な
ど
）。
ま
た
、
行
政
庁
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
代
わ
る
形
で
、
組
合
員
総
会

に
よ
る
活
動
内
容
の
監
督
が
強
化
・
導
入
さ
れ
た12

）。
理
事
会
と
は
独
立
し
た
第
三
者
的
な
立
場
の
会
計
検
査
役
（co

m
m
issa

ire
 
a
u
x

 
co
m
p
te

）
の
制
度
も
導
入
さ
れ
た
（
一
九
八
五
年
共
済
法
典
Ｌ

.

一
二
五
｜
一
〇
条
二
項
）。
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⑷

以
上
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
共
済
法
典
の
全
面
改
正
は
、
従
来
、
強
い
行
政
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
で
、
指
導
者
の
個
人
的
資
質
に
あ

る
程
度
依
存
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
共
済
組
合
に
つ
い
て
、
共
済
の
活
動
範
囲
を
拡
大
・
自
由
化
す
る
一
方
で
、
他
の
類
型
の
保
険
者
に
近

い
被
保
険
者
保
護
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
も
の
で
あ
り
、
共
済
組
合
を
め
ぐ
る
法
規
制
を
、
い
わ
ば
現
代
化
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
法
改
正
は
、
近
い
将
来
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
各
種
保
険
者
に
共
通
の
法
令
制
定
の
出
発
点
と
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
お
り13

）、
こ
の
点
で
、
次
節
で
検
討
す
るE

v
in

法
の
成
立
へ
向
け
た
第
一
歩
と
も
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
共
済
に
か
か
わ
る
名

称
の
使
用
制
限
は
、
共
済
が
も
つ
価
値
を
法
典
上
確
認
す
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
規
定
で
あ
る
が
、
次
章
で
見
る
通
り
、
一
九
九
〇
年
代
に

は
、
こ
う
し
た
規
定
の
不
十
分
性
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
節

一
九
八
九
年E

v
in

法

⑴

E
v
in

法
（
一
九
八
九
年
一
二
月
三
一
日
八
九
｜
一
〇
〇
九
法
律
）
は
、
補
足
的
医
療
保
険
の
分
野
全
体
に
適
用
さ
れ
る
初
め
て
の
法

律
で
あ
る14

）。
立
法
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
五
年
一
月
に
提
出
さ
れ
た
補
足
的
社
会
保
障
に
関
す
る
省
庁
間
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
の
報
告
書
（

G
issero

t

報
告
書
」）
で
あ
り15

）、E
v
in

法
は
、
こ
の
報
告
書
に
よ
る
提
案
を
実
現
す
る
一
連
の
議
会
・
行
政
立
法
の
到
達
点

と
見
る
こ
と
が
で
き
る16

）。E
v
in

法
は
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
に
と
っ
て
の
補
足
的
医
療
保
険
の
重
要
性
の
拡
大
と
い
う
必
要
性17

）と
、
後

述
の
Ｅ
Ｕ
法
へ
の
対
応
の
必
要
性
（
第
三
章
）
と
い
う
二
重
の
要
請
に
答
え
る
た
め
の
、
最
初
の
立
法
的
試
み
で
あ
り18

）、
補
足
的
医
療
保
険

を
め
ぐ
る
法
の
展
開
の
一
つ
の
転
換
点
と
な
っ
た19

）。

既
に
述
べ
て
き
た
通
り
、
補
足
的
医
療
保
険
を
提
供
す
る
組
織
に
適
用
さ
れ
る
法
典
は
各
組
織
ご
と
に
異
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
法

典
の
規
定
は
相
互
に
矛
盾
し
、
一
部
は
時
代
遅
れ
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
自
体
の
内
容
も
、
不
明
確
・
不

十
分
な
も
の
で
あ
っ
た20

）。
こ
の
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
当
事
者
の
加
入
の
あ
り
方
や
そ
の
法
的
根
拠
も
き
わ
め
て
多
様
・
複
雑
な
も
の
と

な
っ
て
い
た21

）。E
v
in

法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
独
自
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
被
保
険
者
の
権
利
を
明
確
化
し
て
保
険
者
に
よ
る
権
利
濫
用
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的
な
内
容
の
契
約
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
医
療
保
険
を
中
心
と
す
る
補
足
保
険
に
課
さ
れ
る
最
低
基
準
を
設
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る22

）。

以
下
、
よ
り
具
体
的
に
、
立
法
の
背
景
と
な
っ
た
問
題
点
と
、
そ
れ
に
対
す
るE

v
in

法
に
よ
る
応
答
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

⑵

補
足
的
医
療
保
険
に
関
し
て
、
当
時
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
ま
ず
、
法
律
上
、
補
足
的
医
療
保
険
へ
の
参
入
が
「
社
会
的
セ
ク

タ
ー
」

共
済
組
合
お
よ
び
労
使
共
済
制
度
（
一
九
四
五
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
旧
社
会
保
障
法
典
の
Ｌ

.

四
条
に
規
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
し
ば
し
ば
「L

4

」
と
呼
ば
れ
た
）
の
み
に
許
さ
れ
、
保
険
会
社
の
参
入
が
排
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
本
稿
の
第
一

編
第
一
章
も
参
照23

））。
保
険
会
社
は
労
使
共
済
制
度
と
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
で
間
接
的
に
こ
の
分
野
に
参
入
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
あ

く
ま
で
労
使
共
済
制
度
の
運
営
委
員
会
（co

n
seil d

’a
d
m
in
istra

tio
n

）
に
お
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
上
で
｜
つ
ま
り
必
ず
労
使
の
議
論

を
経
た
上
で
｜
、
労
使
共
済
制
度
と
保
険
会
社
と
の
間
で
契
約
が
締
結
さ
れ
る
こ
と
が
法
律
上
の
建
前
で
あ
っ
た
。
こ
の
禁
止
規
定
は
き
わ

め
て
広
い
適
用
範
囲
を
も
ち
、
当
該
保
険
契
約
が
企
業
の
枠
内
で
締
結
さ
れ
る
限
り
、
そ
れ
が
集
団
保
険
で
あ
っ
て
も
、
個
人
保
険
で
あ
っ

て
も
、
保
険
会
社
の
参
入
は
許
さ
れ
な
い
と
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
保
険
法
典
上
に
は
、
企
業
の
枠
内
で
締
結
さ
れ
る
集
団
保
険
の
分
野
に
保
険
会
社
が
参
入
す
る
可
能
性
が
暗
に
認
め
ら

れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
規
定
が
あ
る
な
ど
、
他
の
法
典
と
矛
盾
す
る
部
分
が
散
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
法
に
よ
る
保
険

市
場
の
統
合
の
流
れ
に
よ
っ
て
（
↓
第
三
章
）
海
外
の
保
険
企
業
の
こ
の
市
場
へ
の
参
入
が
進
む
中
、
フ
ラ
ン
ス
企
業
の
み
が
不
利
な
立
場

に
置
か
れ
る
こ
と
は
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
で
、
当
時
、
実
際
に
は
、
政
府
は
既
に
こ
の
ル
ー
ル
の

遵
守
を
求
め
る
こ
と
を
事
実
上
断
念
し
て
い
た
。
保
険
会
社
が
労
使
共
済
制
度
を
通
じ
て
間
接
的
に
参
入
し
て
い
る
も
の
の
、
単
に
技
術

的
・
形
式
的
に
こ
の
よ
う
な
契
約
関
係
を
迂
回
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と24

）や
、
さ
ら
に
は
直
接
に
保
険
会
社
が
企
業
と
団
体
契
約
を
締
結

す
る
（
つ
ま
り
直
接
に
法
律
に
違
反
し
た
契
約
を
締
結
す
る
）
こ
と
も
、
実
務
上
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る25

）。
そ
も
そ
も
、
こ
の

よ
う
に
保
険
会
社
を
排
除
す
る
制
度
設
計
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
独
占
は
社
会
保
障
基
礎
制
度
の
部
分
に
つ
い
て
認
め
れ
ば
足
り
る
と
の
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批
判
も
見
ら
れ
る26

）。

⑶

次
に
、
契
約
法
と
の
関
係
で
は
、
補
足
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
の
保
護
、
特
に
、
被
用
者
と
し
て
職
場
で
集
団
的
に
補
足
的
医
療
保

険
に
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
の
保
護
が
十
分
で
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た27

）。
こ
の
契
約
類
型
に
お
い
て
は
、
労
働
協
約
な
ど
を
基

礎
と
し
て
、
対
象
と
な
る
被
用
者
グ
ル
ー
プ
の
構
成
員
が
、
本
人
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
強
制
的
に
当
該
契
約
に
加
入
す
る
（
具
体
的
に
は
、

①
労
働
協
約
・
協
定
、
②
企
業
主
が
提
示
し
た
協
定
案
の
関
係
当
事
者
の
過
半
数
に
よ
る
承
認
、
③
使
用
者
の
一
方
的
決
定
に
よ
る
。
後
述

す
るE

v
in

法
の
２
条
。
以
下
、
こ
の
よ
う
な
契
約
を
集
団
的
強
制
加
入
契
約
と
呼
ぶ
）。
当
時
、
集
団
的
強
制
加
入
契
約
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
お
り
、
立
法
者
も
、
こ
う
し
た
傾
向
を
後
押
し
す
る
施
策
を
と
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
五
年
七
月
一
一
日
法28

）は
、
補
足
的

医
療
保
険
・
補
足
的
年
金
等
に
つ
い
て
、
集
団
的
強
制
加
入
の
形
を
と
っ
て
契
約
が
締
結
さ
れ
る
場
合
、
こ
の
契
約
に
つ
い
て
支
払
っ
た
保

険
料
を
一
定
の
限
度
額
の
範
囲
で
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
る
収
入
か
ら
控
除
す
る
こ
と
を
認
め
る
規
定
を
一
般
税
法
の
中
に
導
入
し
た
。

こ
の
よ
う
な
職
場
に
お
け
る
集
団
的
強
制
加
入
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
を
こ
う
し
た
保
険
に
加
入
さ
せ
る
た
め
の
一
つ
の
技
術
で
あ
り
、
か

つ
、
一
定
の
被
用
者
集
団
を
対
象
と
す
る
た
め
に
当
該
集
団
内
で
リ
ス
ク
を
分
散
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
集
団
加
入
契
約
を
通
じ
て
加
入
す
る
補
足
的
医
療
保
険
に
お
い
て
は
、
①
被
保
険
者
が
必
ず
し
も
契
約
当
事
者

と
な
ら
な
い
、
②
リ
ス
ク
は
被
用
者
の
地
位
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
は
な
い
（
疾
病
や
死
亡
等
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
給
付
は
財
政
的
・
技

術
的
に
被
用
者
集
団
と
結
び
つ
い
て
い
る
（
企
業
へ
の
所
属
あ
る
い
は
企
業
の
存
続
に
依
存
す
る
）
こ
と
が
多
い
、
と
い
う
二
点
に
お
い
て
、

受
益
者
（
被
用
者
・
被
保
険
者
）
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
、
例
え
ば
、
補
足
的
医
療
保
険
の
保
険
者
と
の
関
係
で
被
用
者
・
被

保
険
者
が
直
接
の
権
利
を
も
つ
可
能
性
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
の
当
事
者
が
企
業
へ
の
所
属
関
係
と
は
独
立
し
た
権
利
を
も
つ
可
能
性
が
、
重

要
な
論
点
と
な
る29

）。
当
時
は
、
例
え
ば
労
使
共
済
制
度
の
管
理
運
営
上
、
こ
の
制
度
を
基
礎
付
け
る
労
働
協
約
上
の
使
用
者
の
義
務
を
否
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
の
よ
う
な
規
定
（
例
え
ば
、
財
政
的
な
観
点
か
ら
給
付
が
維
持
で
き
な
い
場
合
に
は
給
付
を
行
わ
な
い
と
い
う
規

定
）
が
存
在
す
る
な
ど
、
法
令
の
規
定
は
適
切
に
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
っ
た
。
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そ
の
ほ
か
、
先
に
改
正
さ
れ
た
ば
か
り
の
共
済
法
典
も
含
め
、
保
険
法
典
、
社
会
保
障
法
典
、
あ
る
い
は
税
法
等
に
見
ら
れ
る
関
連
規
定

は
い
ず
れ
も
、
不
十
分
あ
る
い
は
不
明
確
、
あ
る
い
は
相
互
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
問
題
に

つ
い
て
、
集
団
的
加
入
の
み
な
ら
ず
個
人
加
入
の
被
保
険
者
の
権
利
保
護
、
あ
る
い
は
、
Ｅ
Ｕ
法
と
の
整
合
性
の
前
提
と
し
て
の
国
内
法
の

平
準
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
改
革
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

⑷

こ
の
よ
う
な
問
題
状
況
を
ふ
ま
え
て
報
告
書
は
、
よ
り
具
体
的
に
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
検
討
課
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

①
従
来
の
労
使
共
済
制
度
と
共
済
組
合
に
よ
る
独
占
を
維
持
す
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
保
険
会
社
の
参
入
を
許
す
べ
き
か
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
、
②
相
互
に
競
争
関
係
に
あ
る
保
険
者
に
、
異
な
る
税
が
課
さ
れ
る
と
い
う
不
均
衡
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
、
③
集
団
的
強

制
加
入
の
場
面
に
つ
い
て
適
用
法
令
の
整
理
を
行
い
、
使
用
者
お
よ
び
保
険
者
の
義
務
を
明
確
化
す
る
こ
と
、
④
保
険
者
相
互
の
関
係
お
よ

び
被
保
険
者
に
提
供
さ
れ
る
保
障
内
容
の
領
域
に
お
け
る
法
令
の
欠
如
を
補
う
こ
と
、
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

⑸

以
上
の
よ
う
な
提
案
を
基
礎
と
し
て
制
定
さ
れ
たE

v
in

法
の
内
容
は
、
以
下
の
四
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る30

）。
最
初
の
重
要
な

変
更
は
、

ⅰ
）
補
足
的
医
療
保
険
の
分
野
へ
の
保
険
会
社
へ
の
直
接
の
参
入
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
（
制
定
時
の
法

一
条31

））。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
保
険
会
社
は
、
労
使
共
済
制
度
・
共
済
組
合
と
並
ん
で
、
こ
の
市
場
に
参
入
す
る
主
体
と
な
っ
た
。
ま
た
（
ⅱ
）

集
団
加
入
の
場
面
に
お
い
て
、
協
約
等
の
定
め
に
優
越
す
る
被
保
険
者
・
受
益
者
保
護
の
た
め
の
規
定
が
お
か
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
保
険

者
と
の
関
係
で
被
保
険
者
に
力
を
与
え
、
両
者
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
不
均
衡
を
修
正
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

ⅲ
）
個
人

加
入
の
保
障
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
永
続
性
を
得
る
権
利
、
あ
る
い
は
、
集
団
的
強
制
加
入
の
保
障
を
、
集
団
か
ら
離
脱
し
た
後
も
個
人
的

な
資
格
で
維
持
す
る
権
利
が
、
補
足
的
社
会
保
障
の
分
野
で
初
め
て
確
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
一
方
当
事
者
に
と
っ
て
不
利
益
な
契
約
的
合

意
が
行
わ
れ
る
、
あ
る
い
は
保
障
が
直
接
的
に
雇
用
関
係
と
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
に
、
保
障
が
切
断
さ
れ
て
し
ま
う
・
限
定
的
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
に
対
処
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、

ⅳ
）
共
済
組
合
・
労
使
共
済
制
度
の
「
保
険
者
」
と
し
て
の
性
格
を

強
化
し
、
保
険
会
社
と
並
ん
で
、
こ
の
分
野
に
参
入
す
る
組
織
が
統
一
的
で
一
貫
性
の
あ
る
法
規
制
を
受
け
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
こ
の
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点
は
、
将
来
の
Ｅ
Ｕ
法
へ
の
対
応
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
（
上
記
の
②
の
問
題
意
識
は
こ
の
部
分
に
関
連
す
る
が
、
税
法
関
係
の
問

題
はE

v
in

法
で
は
議
論
の
対
象
と
な
ら
ず
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
具
体
的
な
改
正
が
行
わ
れ
た
。
↓
第
三
章
）。

⑹

ⅱ
）
〜
（
ⅳ
）
の
内
容
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
具
体
的
に
見
て
お
こ
う
。

ⅱ
）
は
、
主
と
し
て
以
下
の
二
つ
の
問
題
に
応
答
す
る
。

ま
ず
、
集
団
保
険
の
場
合
、
被
保
険
者
・
受
益
者
が
保
険
契
約
の
直
接
の
当
事
者
で
な
い
た
め
に
、
給
付
が
企
業
の
存
続
に
依
存
し
て
し
ま

う
と
い
う
問
題
で
あ
る
（
上
記
の
通
り
、
過
去
の
法
令
に
よ
れ
ば
、
企
業
の
存
続
が
困
難
な
場
合
な
ど
に
給
付
を
受
け
る
権
利
が
失
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
っ
た
）。
二
つ
目
は
、
保
険
へ
の
加
入
後
に
、
加
入
前
に
発
症
し
て
い
る
疾
病
に
つ
い
て
保
険
給
付
が
拒
絶
さ
れ
る
と
い
う
問

題
、
あ
る
い
は
、
保
険
加
入
時
に
リ
ス
ク
に
よ
る
選
択
が
行
わ
れ
う
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
短
期
の
医
療
リ
ス
ク
に
関
連
性
の
強
い
後
者
の
問
題
だ
け
を
取
り
上
げ
る
（
第
一
の
問
題
は
、
主
と
し
て
障
害
給
付
（
補
足

的
な
休
業
補
償
）
等
の
長
期
リ
ス
ク
に
関
連
し
、
本
稿
の
中
心
的
な
検
討
対
象
か
ら
は
外
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
法
七
条
を
参
照
）。

こ
の
問
題
に
対
し
て
、E

v
in

法
は
二
つ
の
契
約
類
型
に
分
け
て
規
定
を
お
い
た
。
こ
こ
で
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
加
入
前
に
発
症
し
て

い
る
疾
病
に
つ
い
て
は
、
当
該
契
約
の
対
象
と
な
る
集
団
内
で
リ
ス
ク
が
分
散
さ
れ
う
る
場
合
に
限
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、E

v
in

法
は
、
あ
る
企
業
内
の
全
て
の
被
用
者
、
あ
る
い
は
一
部
の
被
用
者
を
強
制
的
に
加
入
さ
せ
る
集
団
的
強
制
加

入
契
約
に
つ
い
て
、
保
険
者
が
当
該
グ
ル
ー
プ
内
の
被
用
者
の
一
部
に
つ
い
て
、
疾
病
を
理
由
と
し
て
そ
の
加
入
を
拒
絶
す
る
こ
と
、
お
よ

び
、
加
入
前
に
発
生
し
て
い
る
疾
病
に
つ
い
て
給
付
を
拒
絶
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
（
法
二
条
一
項32

））。
こ
の
契
約
類
型
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
障
基
礎
制
度
が
給
付
対
象
と
し
て
い
る
疾
病
に
つ
き
給
付
を
排
除
す
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
る
（
同
条
二
項
）。

一
方
、
任
意
加
入
の
契
約
類
型
に
つ
い
て
は
、
個
人
的
・
集
団
的
な
加
入
を
問
わ
ず
、
加
入
前
に
発
症
し
た
疾
病
が
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
こ

と
に
つ
い
て
被
保
険
者
に
対
し
て
事
前
に
十
分
な
情
報
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
疾
病
が
保
険
加
入
前
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
十
分

に
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
当
該
疾
病
の
帰
結
に
つ
き
保
険
給
付
の
拒
絶
が
許
さ
れ
る
（
同
法
三
条33

））。
ま
た
、
給
付
の
範

囲
に
つ
い
て
も
二
条
で
課
さ
れ
た
よ
う
な
制
限
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。
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本
来
、
保
険
加
入
前
に
既
に
現
実
化
し
て
い
る
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
保
険
技
術
の
原
則
か
ら
逸
脱
し
て
お
り
、
疾
病
が
発
症
し

て
か
ら
保
険
に
加
入
す
る
と
い
う
望
ま
し
く
な
い
行
動
を
誘
発
し
、
ひ
い
て
は
保
険
財
政
を
破
綻
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、

法
二
条
が
対
象
と
す
る
集
団
的
強
制
加
入
の
契
約
類
型
に
お
い
て
は
、
保
険
へ
の
加
入
が
本
人
の
意
思
に
よ
ら
な
い
た
め
、
こ
の
問
題
を
回

避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
、
保
険
者
は
、
集
団
的
強
制
加
入
の
対
象
と
な
る
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
当
該
グ
ル
ー
プ
の
全
体
と
し

て
の
リ
ス
ク
を
予
想
し
た
上
で
、
契
約
締
結
・
非
締
結
を
意
思
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
は
、
当
該
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
一
定
の
割
合
の
メ
ン
バ
ー
が
既
に
疾
病
を
発
症
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
当
該
グ
ル
ー
プ
の
保
険
料
を
決
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
保
険
財
政
の
均
衡
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑺

続
い
て
、

ⅲ
）
保
険
給
付
の
継
続
性
・
永
続
性
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
こ
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の

は
、
①
保
検
者
側
が
一
方
的
・
突
然
に
契
約
を
解
約
す
る
場
面
、
②
集
団
的
な
保
険
契
約
の
場
合
、
契
約
申
込
人
（
企
業
）
と
被
用
者
・
被

保
険
者
と
の
間
の
関
係
が
絶
た
れ
る
場
面
、
で
あ
る
。E

v
in

法
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
契
約
類
型
に
応
じ
て
複
数
の
応
答
を
用
意
し
て

い
る
。

ま
ず
、
医
療
給
付
・
出
産
給
付
等
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
「
終
身
保
障
」
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
（
六
条
）。
こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
契
約

類
型
に
適
用
さ
れ
る
規
定
で
あ
り
、
二
年
間
の
観
察
期
間
の
経
過
後
は
保
険
者
側
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
る
契
約
解
除
や
保
険
給
付
の
縮
小

を
行
う
こ
と
が
許
さ
れ
な
く
な
る34

）。

次
に
、
強
制
加
入
型
の
集
団
的
契
約
に
加
入
し
て
い
る
被
用
者
は
、
労
働
不
能
、
廃
疾
（in

v
a
lid
ite

）、
失
業
者
、
早
期
退
職
者
、
引
退

者
（en retra
ite

）
と
な
っ
た
場
合
に
、
六
ヶ
月
以
内
の
申
し
出
に
よ
り
直
ち
に
（
観
察
期
間
や
健
康
診
断
等
な
し
に
）
従
来
と
同
様
の
給

付
に
つ
い
て
個
人
の
資
格
で
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
有
す
る
（
四
条
）。
破
毀
院
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
の
保
険
契
約
の

内
容
は
、
従
来
の
も
の
と
「
類
似
し
た
も
の
」
で
は
足
り
ず
、
完
全
に
同
一
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
労
働
協

約
上
の
取
り
決
め
等
に
よ
っ
て
は
左
右
さ
れ
な
い
（
こ
の
権
利
が
実
現
さ
れ
な
い
場
合
、
労
働
者
は
保
険
会
社
に
対
し
て
直
接
に
契
約
締
結
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を
求
め
て
裁
判
所
に
対
し
て
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る35

））。
同
条
は
こ
の
場
合
の
保
険
料
設
定
に
つ
い
て
特
殊
な
規
定
を
お
い
て
お

り36
）、

こ
れ
ら
の
非
就
業
者
（in

a
ctif

）
と
現
役
労
働
者
と
の
間
で
リ
ス
ク
が
分
散
さ
れ
る
よ
う
、
前
者
の
保
険
料
は
デ
ク
レ
で
定
め
ら
れ

る
水
準
の
範
囲
内
に
限
定
さ
れ
る
（
現
役
被
用
者
の
一
五
〇
％
ま
で
）。

さ
ら
に
、
集
団
的
強
制
加
入
を
定
め
る
協
約
・
契
約
自
体
の
解
除
や
非
改
定
の
場
合
に
も
、
被
用
者
は
（
観
察
期
間
や
健
康
診
断
等
な
し

に
）
個
人
の
資
格
で
同
様
の
給
付
に
つ
い
て
保
険
加
入
を
申
請
で
き
る
（
第
五
条
）。
申
請
が
許
さ
れ
る
期
間
は
契
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

る
。
但
し
、
こ
の
場
合
に
は
保
険
料
設
定
に
つ
き
制
限
は
存
在
し
な
い
。

労
働
市
場
の
流
動
化
が
進
展
す
る
と
、
特
に
法
四
条
が
予
定
す
る
よ
う
な
労
働
関
係
か
ら
の
離
脱
の
場
面
で
被
用
者
の
補
足
的
医
療
保
険

を
ど
の
よ
う
に
維
持
す
る
か
が
重
要
な
問
題
と
な
る
。E

v
in

法
の
上
記
諸
規
定
に
は
じ
ま
る
、
い
わ
ば
補
足
的
医
療
保
険
給
付
の
「
ポ
ー

タ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
近
年
、
き
わ
め
て
重
要
な
論
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。E

v
in

法
が
定
め
る
上
記
の
規

定
の
実
効
性
、
弱
点
や
不
十
分
性
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
近
年
の
議
論
を
扱
う
第
六
章
で
改
め
て
言
及
す
る
。

⑻

最
後
に
、

ⅳ
）
異
な
る
保
険
者
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
法
令
の
一
貫
性
を
目
指
す
規
定
と
し
て
、
労
使
共
済
制
度
に
つ
い
て
他
の
保

険
者
と
同
等
程
度
に
被
保
険
者
を
保
護
す
る
規
定
や
、
保
険
会
社
に
つ
い
て
置
か
れ
る
の
と
同
様
の
監
督
機
関
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
委
員
会
、

co
m
m
issio

n d
e co

n
tro
le

）
を
共
済
組
合
お
よ
び
労
使
共
済
制
度
に
つ
い
て
も
創
設
す
る
｜
す
な
わ
ち
、
保
険
者
の
類
型
を
問
わ
ず
同
等

の
監
督
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
指
す
｜
規
定
（
法
一
七
条
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
こ
の
監
督
機
関
は
、
二
〇
〇
三
年
に
、
全
保

険
者
に
共
通
の
監
督
機
関
（co

m
m
issio

n d
e co

n
tro
le d

es a
ssu

ra
n
ces,

d
es m

u
tu
elles et d

es in
stitu

tio
n
s d

e p
rev

o
y
a
n
ce,

C
C
A
M
IP

）
に
再
編
さ
れ
た
（
↓
第
一
編
第
一
章
）。
な
お
、
当
時
既
に
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
保
険
市
場
の
統
合
へ
向
け
た
試
み
が
進
行
し
て

お
り
（
↓
本
編
第
三
章
）、
上
述
の
と
お
り
当
時
の
議
論
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、E

v
in

法
制
定
の
時
点
で
は
、
い
わ
ゆ
る
社
会
的

セ
ク
タ
ー
（
労
使
共
済
制
度
お
よ
び
共
済
組
合
）
に
つ
い
て
は
Ｅ
Ｕ
法
上
の
保
険
に
あ
た
ら
な
い
と
の
解
釈
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点

が
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
な
お
、E

v
in

法
の
一
〇
条
は
二
・
四
・
七
・
九
条
を
公
共
の
秩
序
（o

rd
re p

u
b
lic

）
と
し
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て
の
性
格
を
与
え
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
参
入
す
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
企
業
に
も
そ
の
遵
守
を
義
務
づ
け
て
い
る
）

⑼
E
v
in

法
に
関
す
る
検
討
の
ま
と
め
と
し
て
、
繰
り
返
し
も
含
ま
れ
る
が
、
三
点
、
重
要
な
点
を
指
摘
し
て
お
く
。
ま
ず
、
こ
の
法
律

に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
少
な
く
と
も
法
律
上
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
保
険
会
社
の
こ
の
分
野
へ
の
参
入
が
解
禁
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
保
険
会
社
の
飛
躍
が
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
に
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
初
め
て
補
足
的
医
療
保

険
全
体
に
適
用
さ
れ
る
法
令
が
誕
生
し
、
補
足
的
医
療
保
険
法
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
領
域
が
成
立
し
た
こ
と
で
あ
る37

）。
最
後
に
、
こ
の
法

律
に
お
い
て
は
、
被
用
者
が
職
場
で
集
団
的
に
加
入
す
る
補
足
的
医
療
保
険
へ
の
強
い
関
心
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
補
足
的
医
療
保
険

の
市
民
に
と
っ
て
の
重
要
性
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
保
険
の
加
入
者
の
拡
大
に
貢
献
す
る
技
術
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
被
用
者
の
集

団
的
強
制
加
入
の
補
足
的
医
療
保
険
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
契
約
の
被
保
険
者
を
保
護
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
こ
う
し
た
集
団
的
強
制
加
入
契
約
に
特
有
の
ル
ー
ル
が
発
展
を
遂
げ
る
。
す
な
わ
ち
、E

v
in

法
に
お
い
て
は
、
被
用
者
団
体

内
で
の
リ
ス
ク
分
散
（
加
入
時
に
既
に
発
症
し
て
い
る
疾
病
の
カ
バ
ー
）、
被
用
者
・
非
就
業
者
間
で
の
リ
ス
ク
分
散
（
現
役
被
用
者
が
失

業
者
の
補
足
的
医
療
保
険
の
保
険
料
の
一
部
を
填
補
す
る
）
の
試
み
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
以
上
の
よ
う
な
、
被
用
者
の
補
足
的
医
療
保
険

を
め
ぐ
る
議
論
の
中
に
は
、
近
年
に
続
く
被
用
者
の
補
足
的
医
療
保
険
の
「
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
萌
芽
と
も
い
え
る
思
考

を
見
い
だ
す
こ
と
も
で
き
る
（
↓
第
六
章
）。

第
四
節

第
二
章
の
ま
と
め

本
章
に
お
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
じ
ま
る
、
い
わ
ば
「
補
足
的
医
療
保
険
法
」
の
体
系
整
備
の
た
め
の
試
み
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
。
社
会
保
障
制
度
の
財
政
状
況
の
逼
迫
に
伴
い
補
足
的
医
療
保
険
の
重
要
性
が
増
し
た
こ
と
で
、
①
こ
の
保
険
の
被
保
険
者
を
保
護

す
る
必
要
性
、
お
よ
び
、
②
保
険
会
社
の
参
入
の
可
能
性
が
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
遡
れ
ば
、

基
礎
的
社
会
保
障
が
後
退
す
る
中
、
補
足
的
医
療
保
険
の
普
及
を
促
進
し
、
こ
れ
に
法
的
な
規
制
を
か
け
て
被
保
険
者
を
保
護
す
る
こ
と
で
、
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そ
の
影
響
を
緩
和
し
よ
う
と
す
る
立
法
者
の
思
惑
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
②
の
点
に
も
関
連
し
て
、
第
三
章
で
扱
う
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
保
険
法
統
合
の
流
れ
も
、
国
内
法
の
平
準
化
・
体
系
化
の
一
つ
の
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

１
）

D
u
p
ey
ro
u
x
(J.

J.),
D
roit d

e la secu
rite

sociale,
1
6

ed
ition

,
D
a
llo
z,
2008,

p
p
.
1039 et 1040.

２
）

L
a
ig
re
(P
.),
L
a lo

i p
rev

o
y
a
n
ce,

D
roit S

ocial,
1990,

p
.
371.

３
）

D
u
p
ey
ro
u
x
(J.

J.),
o
p
.
cit.,

p
p
.
1038 et 1039

が
、
一
連
の
法
改
正
を
網
羅
的
に
列
挙
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
中
か
ら
主
要
な
も
の
の

み
を
取
り
上
げ
る
。

４
）

L
a
ro
q
u
e
(M
.),
A
u
b
ry
(E
.),
L
a refo

rm
e d

u C
o
d
e d

e la m
u
tu
a
lite,

D
roit S

ocial,
1986,

p
.
356.

５
）

L
a
ro
q
u
e
(M
.),
A
u
b
ry
(E
.),
o
p
.
cit.,

p
.
357.

６
）

以
下
、L

a
ro
q
u
e
(M
.),
A
u
b
ry
(E
.),
o
p
.
cit.,

p
p
.
356 et 357.

７
）

L
a
ro
q
u
e
(M
.),
A
u
b
ry
(E
.),
o
p
.
cit.,

p
.
357.

８
）

L
a
ro
q
u
e
(M
.),
A
u
b
ry
(E
.),
o
p
.
cit.,

p
.
361.

９
）

L
a
ro
q
u
e
(M
.),
A
u
b
ry
(E
.),
o
p
.
cit.,

p
.
359.

10
）

L
a
ro
q
u
e
(M
.),
A
u
b
ry
(E
.),
o
p
.
cit.,

p
.
362.

11
）

本
稿
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
改
正
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
、L

a
ro
q
u
e
(M
.),
A
u
b
ry
(E
.),
o
p
.
cit.

の
関
連
箇
所
を
参
照
の
こ
と
。

12
）

例
え
ば
一
定
額
以
上
の
借
り
入
れ
に
は
従
来
事
前
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
許
可
が
不
要
と
さ
れ
る
一
方
で
、
組
合
員
総
会
の
決
議
が
必

要
で
あ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
な
お
、
保
険
会
社
に
は
借
り
入
れ
が
そ
も
そ
も
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
共
済
組
合
に
つ
い
て
は
、
公
衆
衛

生
・
社
会
政
策
的
活
動
の
た
め
に
有
用
と
の
観
点
か
ら
、
借
り
入
れ
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。L

a
ro
q
u
e
(M
.),
A
u
b
ry
(E
.),
o
p
.
cit.,

p
.
361.

13
）

L
a
ro
q
u
e
(M
.),
A
u
b
ry
(E
.),
o
p
.
cit.,

p
.
362.

14
）

L
y
o
n
-
C
a
en

(G
.),
L
a prevoyan

ce
,
D
a
llo
z,
1994,

p
.
12.

な
お
、E

v
in

法
お
よ
び
そ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
規
定
に
基
づ
い
て
別
稿

で
既
に
言
及
し
て
お
り
（
笠
木
「
公
的
医
療
保
険
の
給
付
範
囲
｜
比
較
法
を
手
が
か
り
と
し
た
基
礎
的
考
察
（
五
）」
法
学
協
会
雑
誌
一
二
四
巻
五
号
一

〇
四
六
頁
〜
一
一
四
〇
頁
）、
一
部
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
特
に
立
法
の
経
緯
や
そ
の
趣
旨
に
注
目
し
つ
つ
検
討
を
進
め
る
。

15
）

立
法
の
実
現
に
は
数
年
の
準
備
期
間
が
費
や
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。L

a
ig
re
(P
.),
o
p
.
cit.,

p
.
370.

G
issero

t

報
告
書
（R

a
p
p
o
rt d

u g
ro
u
p
e
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d
e
 
tra
v
a
il in

term
in
isteriel su

r la
 
p
ro
tectio

n
 
so
cia
le
 
co
m
p
lem

en
ta
ire,

rea
lise

a
la
 
d
em
a
n
d
e
 
d
e
 
M
.
D
elo
rs,

m
in
istre

 
d
e

 
l’É
co
n
o
m
ie,

d
es F

in
a
n
ces et d

u B
u
d
g
et,

d
e M

.
B
ereg

o
v
o
y
,
m
in
istre d

es A
ffa
ires so

cia
les et d

e la S
o
lid
a
rite

n
a
tio
n
a
le et d

e
 

M
.
R
o
ca
rd
,
m
in
istre d

e l’A
g
ricu

ltu
re,ja

n
v
ier,1985

）
自
体
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
以
下
、
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
の
執

筆
に
携
わ
っ
た
報
告
者
二
名
に
よ
る
以
下
の
論
文
を
中
心
と
し
て
検
討
を
進
め
る
。S

illa
n
d
(S
.),
B
u
ch
eto

n
(D
.),
L
a
 
p
rev

o
y
a
n
ce
 
co
llectiv

es
 

d
es sa

la
ries

:
les in

certitu
d
es d

u d
ro
it,
D
roit S

ocial,
1986,

p
p
.
313 et s.

16
）

L
a
ig
re
(P
.),
o
p
.
cit.,

p
.
370.

17
）

補
足
的
医
療
保
険
へ
の
加
入
し
て
い
る
者
の
全
国
民
に
対
す
る
割
合
は
一
九
六
〇
年
の
三
〇
％
か
ら
一
九
八
〇
年
の
六
八
％
へ
と
急
速
に
発
展
し
た
。

一
九
八
七
年
に
は
成
人
の
七
七
％
が
加
入
し
て
い
た
。C

la
u
d
e H

U
R
IE
T
,
R
a
p
p
o
rt fa

it a
u n

o
m
 
d
e la co

m
m
issio

n d
es a

ffa
ires so

cia
les

(1)

su
r le p

ro
jet d

e lo
i ren

fo
rça

n
t les g

a
ra
n
ties o

ffertes a
u
x p

erso
n
n
es a

ssu
res co

n
tre certa

in
s risq

u
es,

S
en
a
t,
n
.
34,

1989
1990

18
）

D
u
p
ey
ro
u
x
(J.

J.),
o
p
.
cit.,

p
.
1094.

19
）

L
a
u
trette

(L
.),
P
ra
tiq
u
es m

u
tu
a
listes et p

a
rita

ires a
l’ep

reu
v
e d

es n
o
rm
es a

ssu
ra
n
tielles,

L
a tribu

n
e d

e l’assu
ran

ce
,
2008,

p
.
24.

20
）

S
illa

n
d
(S
.),
B
u
ch
eto

n
(D
.),
o
p
.
cit.,

p
.
313.

21
）

A
y
n
es
(L
.),
D
ro
its et p

ro
tectio

n d
es b

en
eficia

ires,
D
roit S

ocial,
1986,

p
.
322.

22
）

よ
り
具
体
的
に
は
、
疾
病
・
妊
娠
出
産
・
障
害
・
死
亡
の
リ
ス
ク
を
対
象
と
す
る
補
足
制
度
が
適
用
対
象
で
あ
り
、
老
齢
年
金
は
適
用
対
象
に
含
ま
れ

な
い
。
以
上
を
含
め
、E

v
in

法
の
立
法
理
由
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
報
告
書
を
参
照
し
た
。C

la
u
d
e H

U
R
IE
T
,
o
p
.
cit.

23
）

S
illa

n
d
(S
.),
B
u
ch
eto

n
(D
.),
o
p
.
cit.,

p
.
313.

24
）

L
a
ro
q
u
e
(M
.),
A
u
b
ry
(E
.),
o
p
.
cit.,

p
.
362.

25
）

D
u
p
ey
ro
u
x
(J.

J.),
o
p
.
cit.,

p
.
1050,

L
a
ig
re
(P
.),
o
p
.
cit.,

p
.
382.

26
）

L
a
ro
q
u
e
(M
.),
A
u
b
ry
(E
.),
o
p
.
cit.,

p
.
362.

27
）

A
y
n
es
(L
.),
o
p
.
cit.,

p
.
322.

28
）

L
o
i n
°
85

695 d
u 11 ju

illet 1985 p
o
rta
n
t d
iv
erses d

isp
o
sitio

n
s d
’o
rd
re eco

n
o
m
iq
u
e et fin

a
n
cier,

J.
O
.,
12 ju

illet 1985.
A
rt.

17.

29
）

A
y
n
es
(L
.),
o
p
.
cit.,

p
.
322.

30
）

以
下
、E

v
in

法
の
内
容
に
つ
い
て
、
特
に
指
摘
し
な
い
場
合
に
は
、L

a
ig
re
(P
.),
L
a lo

i p
rev

o
y
a
n
ce,

D
roit S

ocial,
1990,

p
p
.
370 et s.

E
v
in

法
に
つ
い
て
は
伊
奈
川
秀
和
『
フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
法
の
権
利
構
造
』
信
山
社
（
二
〇
一
〇
年
）
三
五
四
頁
以
下
、
特
に
三
九
七
頁
以
下
も
参
照
。
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31
）

L
y
o
n
-C
a
en

(G
.),
o
p
.
cit.,

p
.
23.

32
）

法
令
の
規
定
は
既
発
生
の
疾
病
の
カ
バ
ー
が
義
務
付
け
ら
れ
る
旨
を
述
べ
る
に
留
ま
る
が
、
学
説
は
、
既
発
生
の
疾
病
に
よ
り
加
入
拒
絶
す
る
こ
と

も
こ
の
規
定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
と
理
解
す
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
と
き
、
給
付
の
レ
ベ
ル
は
完
全
に
自
由
で
あ
る
。
立
法
者
は
、
保
険
者
に
本

文
の
よ
う
な
義
務
を
課
す
こ
と
で
、
保
険
者
が
集
団
的
な
保
険
契
約
締
結
自
体
を
拒
絶
す
る
可
能
性
を
危
惧
し
て
、
給
付
に
つ
い
て
は
自
由
な
決
定
の
余

地
を
残
し
た
。
ま
た
、
一
部
の
労
働
者
に
つ
い
て
保
険
料
を
上
乗
せ
す
る
こ
と
は
本
法
律
上
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
う
し
た
扱
い
を
す
る
場
合
、
本

文
中
で
言
及
し
た
集
団
的
強
制
加
入
契
約
に
対
す
る
税
法
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
保
険
料
を
所
得
か
ら
控
除
す
る
た
め
に
は
、
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
全
員
に
つ
い
て
保
険
料
が
同
率
で
あ
る
必
要
が
あ
る
）。L

a
ig
re
(P
.),
o
p
.
cit.,

p
.
377.

ま
た
、
伊
奈
川
・
前
掲
註

30
）書
四
〇

五
頁
も
参
照
。

33
）

立
法
者
は
こ
こ
で
、
病
理
的
な
状
態
（eta

t p
a
th
o
lo
g
iq
u
e

）
と
疾
病
の
帰
結
（co

n
seq

u
en
ces d

es m
a
la
d
ies

）
と
い
う
二
つ
の
概
念
を
使
い

分
け
て
お
り
、
排
除
さ
れ
得
る
の
は
後
者
の
み
で
あ
る
。
例
え
ば
、
保
険
者
は
疾
病
た
る
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
治
療
費
の
カ
ヴ
ァ
ー
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で

き
る
一
方
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。L

a
ig
re
(P
.),
o
p
.
cit.,

p
.
377.

34
）

但
し
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
客
観
的
な
事
情
（
年
齢
・
住
所
・
職
業
）
に
依
拠
し
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

35
）

労
働
協
約
に
お
い
て
、
被
用
者
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
、
協
約
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
契
約
に
「
最
も
近
い
」
契
約
に
よ
っ
て
医
療
費
の
カ
バ
ー
が

維
持
さ
れ
る
と
の
規
定
が
お
か
れ
て
い
た
事
案
に
お
い
て
、
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
に
対
し
、
以
前
の
契
約
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
給
付
で
あ
る
が
、
眼
科
に

か
か
わ
る
給
付
の
み
水
準
が
低
い
契
約
が
提
示
さ
れ
た
と
い
う
事
案
。A

rrets A
zo
u
la
y
,
C
iv
.
2e,

7 fev
rier 2008,

n
.
06

15.006.

36
）

政
府
提
案
に
は
存
在
せ
ず
、
議
会
に
よ
る
修
正
で
加
え
ら
れ
た
規
定
で
あ
る
。

37
）

但
し
、
そ
の
適
用
領
域
は
医
療
保
険
に
限
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
法
律
は
「
生
活
保
障
法
（L

a lo
i p
rev

o
y
a
n
ce

）」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

が
あ
る
。L

a
ig
re
(P
.),
o
p
.
cit.,

p
p
.
370.
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第
三
章

欧
州
保
険
市
場
統
合
の
影
響

第
一
節

は
じ
め
に

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
欧
州
連
合
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
の
統
一
的
な
保
険
市
場
の
確
立
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
に
複
数
の
指
令

が
作
成
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
法
に
転
換
さ
れ
て
き
た１

）。
こ
う
し
た
指
令
と
こ
れ
に
伴
う
国
内
法
改
正
は
、
保
険
の
一
類
型
と
し
て
の
性
格

を
も
ち
う
る
補
足
的
医
療
保
険
を
め
ぐ
る
法
制
度
に
も
、
重
要
な
変
更
を
も
た
ら
し
た
。
本
章
で
は
、
ま
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
の
統

一
的
な
保
険
市
場
の
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
い
（
第
二
節
）、
続
い
て
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
の
補
足
的
医
療
保
険
分
野
に
お

い
て
｜
と
り
わ
け
共
済
組
合
と
の
関
係
で
｜
引
き
起
こ
し
た
論
争
を
取
り
上
げ
る
（
第
三
節
）。

第
二
節

統
一
的
な
保
険
市
場
の
構
築

⑴

欧
州
の
統
一
的
保
険
市
場
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
、
大
き
く
三
つ
の
段
階
を
経
て
進
展
し
て
き
た２

）。

市
場
統
合
の
第
一
歩
は
、
非
生
命
保
険
に
関
す
る
一
九
七
三
年
七
月
指
令
（
七
三
／
二
三
九
）
お
よ
び
生
命
保
険
に
関
す
る
一
九
七
九
年

指
令
（
七
九
／
二
六
七
）
で
あ
る３

）。
こ
れ
ら
の
指
令
の
目
的
は
、
加
盟
国
に
本
社
（sieg

e so
cia
le

）
を
も
つ
企
業
が
、
他
の
加
盟
国
に
、

当
該
受
け
入
れ
加
盟
国
の
企
業
に
認
め
ら
れ
る
条
件
の
下
で
支
店
（su

ccu
rsa

le

）
あ
る
い
は
代
理
店
（a

g
en
ce

）
を
設
置
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
、
設
立
（eta

b
lissem

en
t

）
の
自
由
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た４

）。
つ
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
お
け
る
支
店
・
代
理
店
の
設
立
に

適
用
さ
れ
る
条
件
の
平
等
化
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
。

⑵

市
場
統
合
の
進
展
の
第
二
段
階
目
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
自
由
に
関
わ
る
一
九
八
八
年
六
月
指
令
（
八
八
／
三

五
七
）

非
生
命
保
険
）、
一
九
九
〇
年
五
月
一
四
日
指
令
（
自
動
車
保
険
）、
一
九
九
〇
年
一
一
月
指
令
（
九
〇
／
六
一
九
）

生
命
保
険
）

で
あ
る５

）。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
指
令
に
よ
っ
て
、
加
盟
国
内
に
設
置
さ
れ
た
企
業
が
、
他
の
加
盟
国
に
お
い
て
、
当
該
加
盟
国
内
に
事
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業
所
を
設
立
す
る
こ
と
な
く
、
か
つ
、
当
該
加
盟
国
内
に
設
置
さ
れ
た
企
業
と
の
間
で
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
活
動
を
行
え
る
こ
と
が
目
指

さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
自
由
は
、
裏
返
せ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
被
保
険
者
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
共
通
の
市
場
に
お
い
て
自
由
に
保

険
を
選
べ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
も
あ
る６

）。

⑶

Ｅ
Ｕ
保
険
市
場
統
合
の
最
終
段
階
で
あ
る
第
三
段
階
に
お
い
て
目
指
さ
れ
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
保
険
免
許
の
統
一
で
あ
る
。

こ
の
目
的
の
た
め
に
、
一
九
九
二
年
六
月
指
令
（
九
二
／
四
九
）、
及
び
、
一
九
九
二
年
六
月
指
令
（
九
二
／
九
六
）
が
制
定
さ
れ
た
。
統

一
的
な
保
険
免
許
制
が
目
指
す
の
は
、
あ
る
加
盟
国
に
お
い
て
そ
の
本
社
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
た
（a

g
ree

）
企
業
が
、
当
該
加
盟
国

（E
ta
t m

em
b
re d

’o
rig
in
e

）
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
承
認
（a

g
rem

en
t

）、
規
制
・
慣
習
（p

ra
tiq
u
es

）
の
み
に
基
づ

い
て
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
加
盟
国
に
お
い
て
活
動
で
き
る
状
態
で
あ
る
（
ホ
ー
ム
・
カ
ン
ト
リ
ー
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル７

））。
第
一
・
第
二
段
階
で
実

現
さ
れ
た
設
立
の
自
由
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
自
由
は
、
統
一
免
許
制
を
基
礎
付
け
る
手
段
と
な
る
。

上
記
指
令
は
、
保
険
会
社
お
よ
び
労
使
共
済
制
度
に
つ
い
て
は
迅
速
に
国
内
法
化
さ
れ
た
も
の
の８

）、
共
済
組
合
と
の
関
係
で
は
、
問
題
が

生
じ
た
。
指
令
が
、
共
済
組
合
を
あ
ら
ゆ
る
私
保
険
企
業
に
共
通
の
法
規
制
の
下
に
お
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
国
内
法
へ

の
転
換
の
作
業
は
、
他
の
保
険
者
と
の
関
係
で
の
共
済
組
合
の
特
殊
性
に
関
し
て
、
一
連
の
議
論
を
呼
び
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

統
一
免
許
指
令
の
問
題
点

統
一
免
許
を
目
指
す
上
記
の
指
令
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
共
済
組
合
へ
の
適
用
を
予
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
（
九
二
／
四

九
指
令
六
条
、
九
二
／
九
六
指
令
五
条
）。
結
果
と
し
て
、
こ
の
新
た
な
規
制
は
、
ま
ず
、
共
済
組
合
の
地
理
的
な
活
動
範
囲
を
、
あ
ら
ゆ

る
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
へ
と
拡
大
す
る
効
果
を
も
つ
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
共
済
組
合
が
営
利
保
険
会
社
と
同
視
さ
れ
、
こ
の
分
野

に
参
入
す
る
あ
ら
ゆ
る
企
業
と
同
様
の
規
制
の
下
に
お
か
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
法
規
制
は
、
従
来
、
共
済
組
合
が
他

の
保
険
者
と
の
関
係
で
あ
る
種
の
特
殊
性
を
保
持
し
て
き
た
こ
と
と
は
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
可
能
性
が
あ
る９

）。
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指
令
の
内
容
の
中
で
最
も
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
「
専
門
性
原
則
（p

rin
cip
e d

e sp
ecia

lite

）」
で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
、
指
令

の
適
用
範
囲
に
参
入
す
る
た
め
に
保
険
活
動
の
実
施
の
承
認
（a

g
rem

en
t

）
を
申
請
す
る
あ
ら
ゆ
る
企
業
が
、

そ
の
社
会
的
目
的
を
、
保

険
活
動
お
よ
び
そ
こ
か
ら
直
接
に
派
生
す
る
（d

eco
u
ler

）
活
動
に
限
定
し
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
商
業
的
活
動
を
行
わ
な
い
こ
と
」
を
求
め
る
。

保
険
者
が
保
険
以
外
の
活
動
の
実
施
に
よ
っ
て
被
保
険
者
保
護
の
た
め
の
規
制
を
回
避
す
る
こ
と
を
防
ぐ
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
と
い
え
る10

）。

他
方
で
、
共
済
組
合
に
と
っ
て
、
多
角
的
な
活
動
（

11
）

p
lu
ria
ctiv

ite

）
は
、
そ
の
哲
学
の
面
に
お
い
て
も
、
経
済
的
な
収
益
性
の
観
点
か

ら
も
、
そ
の
活
動
の
主
要
な
特
徴
で
あ
る
。
本
稿
の
歴
史
的
検
討
（
↓
第
一
編
第
二
章
）
に
お
い
て
も
そ
の
一
端
が
う
か
が
わ
れ
た
通
り
、

共
済
組
合
の
社
会
的
な
活
動
・
公
衆
衛
生
に
関
わ
る
活
動
（
薬
局
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
眼
科
セ
ン
タ
ー
、
温
泉
治
療
場
、
予
防
活
動
、
社
会
教

育
な
ど
）
は
、
共
済
組
合
の
活
動
に
深
く
根
付
い
て
い
る
。
学
説
に
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
あ
り
方
は
市
民
が
自
ら
そ
の
生
活
の
改
善
に

取
り
組
む
と
い
う
共
済
組
合
の
精
神
の
現
れ
で
あ
り
、
そ
の
活
動
に
お
い
て
補
足
的
医
療
保
険
の
提
供
と
上
記
の
よ
う
な
多
様
な
活
動
を
切

り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
る
も
の
も
見
ら
れ
る12

）。

経
済
的
な
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
多
角
的
な
活
動
は
、
同
時
に
、
複
数
の
活
動
間
で
財
源
（fo

n
d
s

）
を
や
り
く
り
す
る
こ
と
を

可
能
に
す
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
す
な
わ
ち
、
相
互
扶
助
の
（
保
険
の
）
活
動
に
お
い
て
生
じ
た
収
益
は
、
経
済
的
に
は
収
益
性
が
無
い

も
の
の
人
間
的
観
点
か
ら
は
あ
ら
ゆ
る
加
入
者
に
と
っ
て
効
果
の
あ
る
社
会
経
済
的
活
動
に
使
わ
れ
る
の
で
あ
る13

）。

統
一
免
許
指
令
の
国
内
法
化
の
作
業
は
、
主
と
し
て
こ
の
よ
う
な
共
済
組
合
の
特
殊
性
と
衝
突
し
、
難
航
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
四
節

国
内
法
化
の
難
航

統
一
免
許
指
令
の
国
内
法
化
は
、
一
九
九
九
年
一
二
月
三
一
日
を
最
終
期
限
と
し
て
い
た
。
保
険
会
社
お
よ
び
労
使
共
済
制
度
に
つ
い
て

は
、
期
限
前
に
国
内
法
化
が
実
現
さ
れ
た
も
の
の
、
共
済
組
合
に
つ
い
て
は
国
内
法
化
が
遅
れ
た
。
欧
州
委
員
会
（co

m
m
issio

n
 
eu
r-

o
p
een

n
e

）
は
、
保
険
指
令
の
国
内
法
化
の
未
完
成
を
確
認
し
、
欧
州
司
法
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た14

）（
ロ
ー
マ
条
約
二
二
八
条
）。
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指
令
の
制
定
か
ら
こ
の
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
決
が
出
さ
れ
る
ま
で
、
指
令
の
国
内
法
化
に
向
け
た
長
期
に
わ
た
る
作
業
に
お
い
て
は
、

上
述
の
専
門
性
原
則
の
共
済
組
合
へ
の
適
用
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
指
す
議
論
が
い
く
つ
か
主
張
さ
れ
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
は
欧
州
司
法

裁
判
所
の
判
決
の
中
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
ま
ず
、
一
九
九
七
年
に
、
指
令
の
国
内
法
化
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
欧
州
委
員
会
に
対
し
て
新
た
な
提
案
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
提
案
は
、
複
数
の
活
動
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
責
任
財
産
を
分
割
し
て
限
定
す
る
法
技
術
（p

a
trim

o
in
e
 
d
’a
ffecta

-

tio
n

）
を
利
用
し
て
財
産
の
面
で
活
動
を
分
割
し
つ
つ
、
共
済
組
合
の
活
動
の
構
造
的
な
統
一
性
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ

た
が
、
同
年
末
に
最
終
的
に
委
員
会
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た15

）。

翌
年
の
一
九
九
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
保
険
概
念
の
拡
張
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
公
衆
衛
生
分
野
・
社
会
分
野
の
活
動
を
保
険
的
な
活

動
と
同
視
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
専
門
性
原
則
は
、
保
険
の
活
動
を
行
う
あ
ら
ゆ
る
企
業
が
、
そ
の
社
会
的
目
的
を
、

保
険
の
活
動
お
よ
び
そ
こ
か
ら
直
接
的
に
派
生
す
る
活
動
に
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
原
則
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
提
案
は
、

保
険
の
活
動
が
、
現
金
に
よ
る
保
険
給
付
（
医
療
費
の
償
還
）
お
よ
び
現
物
に
よ
る
保
険
給
付
の
両
者
を
包
含
す
る
も
の
と
し
た
上
で
、
公

衆
衛
生
に
関
す
る
成
果
（
サ
ー
ビ
ス
給
付
）
は
後
者
の
現
物
給
付
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
一
九
九
九
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
指
令
の
国
内
法
転
換
の
未
達
成
な
ら
び
に
Ｅ
Ｕ
条
約
・
指

令
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
義
務
の
不
遵
守
を
宣
言
し
た16

）。
こ
の
判
決
を
受
け
て
、
欧
州
委
員
会
（co

m
m
issio

n

）
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
対
し

て
、
出
来
る
限
り
短
期
間
で
の
指
令
の
国
内
法
へ
の
転
換
を
催
告
し
た
。
こ
れ
ら
の
判
決
お
よ
び
催
告
は
国
内
法
転
換
の
プ
ロ
セ
ス
を
加
速

さ
せ
、
二
〇
〇
一
年
四
月
一
九
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
新
し
い
共
済
法
典
の
制
定
に
よ
っ
て
統
一
免
許
指
令
の
国
内
法
へ
の
転
換
を
完
成
し

た17
）。
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第
五
節

共
済
組
合
の
特
殊
性
に
関
す
る
議
論

⑴

本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
見
て
重
要
な
の
は
、
こ
の
Ｅ
Ｕ
指
令
の
国
内
法
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
同
時
に
、
共
済
組
合
の
他
の
保
険
組
織
と

の
関
係
で
の
特
殊
性
（
あ
る
い
は
逆
に
、
特
殊
性
を
明
示
す
る
法
的
な
体
系
の
不
存
在
・
未
分
化
）
を
確
認
す
る
機
会
を
提
供
し
た
こ
と
で

あ
る
。
専
門
性
原
則
と
共
済
組
合
の
多
角
的
活
動
の
関
係
は
、
確
か
に
具
体
的
な
論
点
と
し
て
最
も
議
論
が
集
中
し
た
問
題
で
あ
る
が
、
当

時
の
議
論
は
、
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
な
具
体
的
論
点
を
超
え
て
展
開
し
て
お
り
、
専
門
性
原
則
の
議
論
は
一
つ
の
象
徴
と
し
て
の
意
味
を

も
っ
て
い
た
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
よ
り
一
般
的
に
共
済
組
合
の
特
殊
性
が
議
論
さ
れ
た
最
も
重
要
な
例
と
し
て
、
一
つ
の
政
府
報

告
書
を
取
り
上
げ
て
分
析
を
行
う
。

一
九
九
八
年
当
時
、
指
令
の
国
内
法
化
の
難
航
に
直
面
し
た
首
相
は
「
保
険
指
令
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
自
由
お
よ
び

財
政
の
安
全
に
か
か
る
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
要
求
」
を
満
た
す
よ
う
な
立
法
計
画
を
準
備
す
る
た
め
に
、
首
相
経
験
者
で
あ
り
、
当
時
欧
州
議
会

議
員
で
あ
っ
た
ミ
シ
ェ
ル
・
ロ
カ
ー
ル
に
報
告
書
の
編
集
を
依
頼
し
た
。
但
し
、
こ
の
立
法
計
画
は
、
同
時
に
、

共
済
組
合
の
永
続
性
を

担
保
し
、
組
合
メ
ン
バ
ー
の
権
利
を
効
果
的
に
保
護
す
る
た
め
に
、
共
済
活
動
を
基
礎
付
け
る
諸
原
則
を
」
取
り
入
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
た18

）。
こ
う
し
た
二
面
的
な
要
求
に
応
え
て
作
成
さ
れ
た
「
ロ
カ
ー
ル
報
告
書
」
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
国
内
法
へ
の
転
換
の
必

要
性
と
共
に
、
共
済
組
合
に
特
有
の
「
共
済
原
則
（p

rin
cp
es m

u
tu
a
listes

）
の
存
在
を
も
主
張
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る19

）。

共
済
原
則
に
関
し
て
、
報
告
書
は
、
共
済
組
合
の
機
能
の
あ
り
方
に
か
か
る
特
殊
性
は
法
律
の
条
文
に
お
い
て
は
実
際
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん

ど
明
示
さ
れ
て
い
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
実
務
上
、
共
済
組
合
が
何
ら
か
の
特
殊
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
法
律
上
の
原
則
と
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
諸
原
則
を
具
体
的
に
提
示
し
て
い
る
（
旧
共
済
法
典
が
制
定
さ
れ
た
際
、
共
済
組
合
の
特
殊
性
が
強
調
さ
れ
た
も
の
の
、

具
体
的
な
規
定
は
名
称
の
保
護
に
関
わ
る
規
定
等
の
限
定
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
。
第
二
章
）。

報
告
書
で
主
張
さ
れ
た
諸
原
則
は
以
下
の
通
り
で
あ
る：

｜
契
約
は
終
身
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
加
入
者
の
健
康
状
態
の
変
化
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
の
あ
り
方
を
理
由
と
し
て
共
済
組
合
側
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に
よ
っ
て
契
約
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

｜
保
険
料
は
個
人
の
リ
ス
ク
に
対
応
し
な
い

｜
加
入
時
の
保
険
者
に
よ
る
選
択
・
医
療
情
報
に
か
か
わ
る
質
問
は
禁
止
さ
れ
る

｜
商
業
的
な
売
り
上
げ
に
直
接
・
間
接
に
関
連
付
け
ら
れ
た
（
従
業
員
へ
の
）
給
与
支
払
は
禁
止
さ
れ
る

上
述
の
通
り
、
こ
う
し
た
原
則
は
法
律
（
具
体
的
に
は
共
済
法
典
）
に
よ
っ
て
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
共
済
法
典
は
、
リ
ス
ク

に
応
じ
た
料
金
設
定
を
何
ら
禁
じ
て
い
な
い20

）。
法
律
上
の
規
定
の
不
存
在
に
も
関
わ
ら
ず
、
共
済
の
機
能
の
あ
り
方
に
関
す
る
特
殊
な
原
則

が
政
府
報
告
書
の
レ
ベ
ル
で
肯
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

⑵

ロ
カ
ー
ル
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
最
終
章
に
お
い
て
、
補
足
的
医
療
保
険
の
分
野
で
フ
ラ
ン
ス
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
、
こ

の
市
場
に
お
け
る
特
殊
性
を
守
る
必
要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
報
告
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、

医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
補
足
的
医
療
保
険
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
競
争
と
市
場
の
機
能
は
医
療
保
険
の
分
野
に
お
い
て
は
経
済

的
・
社
会
的
に
み
て
望
ま
し
く
な
い
帰
結
を
も
た
ら
す
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
最
終
章
の
記
述
は
、
Ｅ
Ｕ
指
令
の
国
内
法
へ
の
転
換
を
議
論
す
る
当
報
告
書
の
趣
旨
か
ら
は
若
干
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

ゆ
え
に
い
っ
そ
う
、
こ
の
Ｅ
Ｕ
指
令
が
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
Ｅ
Ｕ
指
令
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
保
険
市
場
統
合
と
、
自
由
主
義
的
な
市
場
の
法
に
よ
る
こ
の
分
野
の
支
配
が
す
す
み
、
結

果
と
し
て
共
済
組
合
が
そ
の
特
殊
な
価
値
を
失
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
の
で
あ
る21

）。
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
自
由
な
市
場
に
属
す
る
と
見
ら

れ
る
私
保
険
と
、
こ
れ
ら
の
保
険
と
の
関
係
で
一
定
の
特
殊
性
を
維
持
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
共
済
組
合
と
が
、
性
格
の
異
な
る
も
の
と
し

て
対
置
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
ロ
カ
ー
ル
報
告
書
の
最
終
章
は
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
も
一
定
の
影
響
力
を
も
っ
た22

）。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
議
会
（p

a
rle-

m
en
t

）
は
二
〇
〇
〇
年
に
、
補
足
的
医
療
保
険
に
関
す
る
枠
組
み
的
な
規
制
と
し
て
、
遺
伝
子
情
報
（ty

p
o
lo
g
ie g

en
etiq

u
e

）
や
医
学
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的
基
準
に
依
拠
し
た
リ
ス
ク
選
択
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
や
、
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
に
よ
り
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
険
加
入
が
担
保
さ
れ
る

こ
と
、
保
険
料
の
透
明
性
な
ど
を
規
定
す
る
内
容
の
議
決
（reso

lu
tio
n

）
を
行
っ
た23

）。
こ
の
議
決
は
結
局
立
法
の
提
案
に
つ
な
が
ら
な

か
っ
た
が
、
ロ
カ
ー
ル
報
告
書
が
、
単
に
Ｅ
Ｕ
指
令
の
国
内
法
へ
の
転
換
を
目
指
す
議
論
を
超
え
て
、
補
足
的
医
療
保
険
に
関
す
る
論
点
を

提
示
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
も
こ
う
し
た
問
題
提
起
が
一
定
の
重
要
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

⑶

な
お
、
最
後
に
、
こ
の
Ｅ
Ｕ
指
令
に
関
す
る
議
論
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
創
設
が
議
論
さ
れ
、
実
現
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。
次
章
で
検
討
す
る
通
り
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
強
制
加
入
の
医
療
保
険
と
補

足
的
医
療
保
険
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
保
障
さ
れ
る
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
九
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
立
法

関
係
者
の
間
で
は
、
補
足
的
医
療
保
険
の
重
要
性
に
関
す
る
こ
う
し
た
意
識
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
六
節

指
令
の
国
内
法
化
に
よ
る
二
つ
の
成
果

⑴

続
い
て
、
指
令
の
国
内
法
化
の
達
成
の
結
果
生
じ
た
変
化
を
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
古
い
共
済
法
典
を
全
面
的
に
改
正
し
た
新
共
済
法

典
の
内
容
を
検
討
す
る
。

新
共
済
法
典
に
よ
り
、
共
済
組
合
は
、
一
般
の
保
険
会
社
と
同
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
他
の
保
険
者
と
共
通
す
る
一
連
の
法
規
制
の
下

に
お
か
れ
る
。
こ
う
し
た
新
た
な
共
済
法
典
は
、
共
済
組
合
の
特
殊
性
を
縮
減
す
る
も
の
と
い
え
る
（
共
済
組
合
の
「
平
凡
化24

）」

25
）

b
a
n
a
lisa

tio
n

））。
新
た
に
導
入
さ
れ
た
主
た
る
法
規
制
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ26

）る27
）。

｜
専
門
性
原
則
（
共
済
法
典
Ｌ

.

一
一
一
｜
一
条
Ⅱ28

））

｜
共
済
組
合
が
実
施
で
き
る
保
険
活
動
の
領
域
の
拡
大
（
例
え
ば
、
訴
訟
・
紛
争
保
険
（a

ssu
ra
n
ce d

e la p
ro
tectio

n ju
rid
iq
u
e

）、
保

佐
（a

ssista
n
ce

）
な
ど
。
Ｌ

.

一
一
一
｜
一
条
Ⅰ
）

｜
財
政
的
安
定
に
関
す
る
新
た
な
規
制
（
Ｌ

.

二
一
二
｜
一
条
以
下
）
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論 説



｜
保
険
者
が
破
産
し
た
際
に
被
保
険
者
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
保
障
連
合
制
度
の
創
設
（
Ｌ

.

一
一
一
｜
六
条
）

｜
上
記
連
合
に
加
え
て
補
足
的
に
機
能
す
る
保
障
基
金
へ
の
共
済
組
合
の
加
入
義
務

⑵

続
い
て
、
こ
う
し
た
共
済
組
合
の
「
平
凡
化
」
と
は
逆
の
変
化
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
第
五
節
で
見
た
通
り
、
と
り
わ
け
ロ
カ
ー
ル

報
告
書
に
お
い
て
は
、
指
令
の
国
内
法
化
は
同
時
に
共
済
組
合
の
諸
原
則
を
再
認
識
す
る
こ
と
を
促
し
た
。
こ
う
し
た
文
脈
を
背
景
と
し
て
、

新
し
い
共
済
法
典
の
Ｌ

.

一
一
二
｜
一
条
は
、
共
済
組
合
は
、
拠
出
金
額
の
調
整
の
際
、
①
収
入
、
②
共
済
組
合
あ
る
い
は
居
住
地
の
社
会

保
障
制
度
へ
の
加
入
期
間
の
長
短
、
③
扶
養
家
族
の
数
、
④
年
齢
、
の
み
に
依
拠
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
条
第
二
項
は
、
任

意
加
入
の
個
人
保
険
・
団
体
保
険
に
つ
い
て
は
、
共
済
組
合
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
医
療
情
報
を
収
集
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
健
康
状
態
に
応

じ
て
拠
出
金
を
設
定
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
規
定
は
、
ロ
カ
ー
ル
報
告
書
に
お
い
て
示
さ
れ
た
、
共
済
組
合
の
諸
原

則
｜
特
に
リ
ス
ク
に
応
じ
た
保
険
料
の
個
別
化
の
禁
止
｜
の
立
法
化
、
提
案
の
具
体
化
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
こ
の
規
定
の
前
身

は
、
加
入
者
間
の
平
等
取
り
扱
い
な
ど
を
定
め
て
い
た
一
九
八
五
年
の
共
済
法
典
Ｌ

.

一
二
一
｜
二
条
で
あ
る
（
↓
第
二
章
第
二
節
）。
な
お
、

第
二
章
で
検
討
し
た
通
り
、
一
九
八
九
年
のE

v
in

法
が
、
特
に
集
団
的
強
制
加
入
契
約
に
つ
い
て
は
全
て
の
保
険
者
に
適
用
さ
れ
る
法
規

制
を
お
い
て
お
り
、
こ
の
新
し
い
共
済
法
典
の
規
定
は
、
共
済
組
合
の
み
を
対
象
と
し
て
加
入
者
保
護
の
規
定
を
新
た
に
付
け
加
え
る
と
い

う
意
味
を
も
つ29

））。

但
し
、
Ｅ
Ｕ
指
令
が
ま
ず
は
保
険
市
場
の
法
規
制
の
統
一
を
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
共
済
組
合
の
原
則
の
承
認
は
控
え

目
な
も
の
に
留
ま
っ
た
。
例
え
ば
、
上
記
の
Ｌ

.

一
一
二
｜
一
条
も
、
禁
止
事
項
を
掲
げ
る
形
で
の
規
定
に
留
ま
っ
て
お
り
、

リ
ス
ク
に
よ

る
）

非
選
択
（n

o
n
-selectio

n

）」
の
大
原
則
を
掲
げ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い30

）。
ま
た
、
例
え
ば
保
険
料
決
定
の
際
に
依
拠
で
き
る

基
準
で
あ
る
「
年
齢
」
は
、
疾
病
リ
ス
ク
の
大
き
さ
と
強
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
リ
ス
ク
に
応
じ
た
保
険
料
設
定
が
完
全
に
排
除
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う31

）。

Ｅ
Ｕ
指
令
の
国
内
法
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
専
門
性
原
則
の
導
入
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
共
済
組
合
の
実
務
を
動
揺
さ
せ
た
こ
と
は
確
か
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で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
他
方
で
、
一
九
四
六
年
の
社
会
保
障
制
度
の
創
設
以
降
お
そ
ら
く
は
最
大
の
規
模
で
、
共

済
組
合
の
活
動
の
特
殊
性
を
議
論
し
承
認
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
い
う
性
格
も
有
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
議
論
・
承
認
は
、
指
令
の
国

内
法
化
や
Ｅ
Ｕ
市
場
統
合
を
妨
げ
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
以
上
の
よ
う
に
共
済
組
合
が
実
務
上
依
拠
し
て
き
た
諸
原
則
の
一
部
の
法
典
化

を
導
い
た
。

⑶

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
よ
る
統
一
的
保
険
市
場
の
構
築
と
同
時
に
、
こ
の
指
令
の
直
接
の
効
果
で
は
な
い
が
、
保
険
に
か
か
わ
る
税
制
の

統
一
へ
向
け
た
法
改
正
も
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
、
保
険
市
場
の
統
一
と
密
接
に
関
わ
る
こ
の
法
改
正
に
つ
い
て
も
、
検
討
を
加
え
て
お
く
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
保
険
契
約
は
、
被
保
険
者
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
保
険
料
を
基
礎
と
し
て
課
さ
れ
る
「
保
険
契
約
税
」
と
い
う
名

称
の
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
共
済
法
典
上
の
共
済
組
合
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
労
使
共
済
制
度
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ

る
保
険
契
約
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
に
こ
の
税
が
免
除
さ
れ
て
い
た32

）。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
詳
し
く
説
明
す
る
資
料
が
見
当
た
ら

な
い
が
、
こ
れ
ら
の
組
織
が
「
連
帯
の
費
用
」
を
支
え
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
、
な
ど
と
述
べ
る
も
の
が
あ
る33

）。
つ
ま
り
は
、
こ
う
し

た
組
織
が
重
要
な
社
会
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
、
あ
る
い
は
期
待
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
経
緯
を
考
慮
し
た
制
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
制
度
は
、
競
争
を
阻
害
す
る
効
果
を
も
つ
も
の
と
し
て
欧
州
委
員
会
に
よ
り
問
題
視
さ
れ34

）、
結
果
と
し
て
二
〇

〇
一
年
一
二
月
二
八
日
法
（
二
〇
〇
一
年
補
正
財
政
法
律
（lo

i d
e fin

a
n
ces rectifica

tiv
e

）
は
、
新
た
な
税
制
を
規
定
し
た35

）。

新
し
い
税
法
は
、
過
去
の
制
度
に
代
わ
っ
て
、
保
険
契
約
に
二
つ
の
類
型
を
導
入
し
て
い
る
。
補
足
的
医
療
保
険
契
約
の
う
ち
「
連
帯
」

契
約
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
、

連
帯
」
契
約
に
属
さ
な
い
「
伝
統
的
」
契
約
で
あ
る36

）。
前
者
の
み
が
、
保
険
契
約
税
の
免
除
の
対
象
と
な
る
。

連
帯
」
契
約
と
認
め
ら
れ
る
に
は
、
以
下
の
二
つ
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る：

被
保
険
者
の
医
療
情
報
を
収
集
し
な
い
こ
と
、
お
よ

び
、
被
保
険
者
の
健
康
状
態
に
応
じ
て
保
険
料
を
設
定
し
な
い
こ
と
、
で
あ
る
（
集
団
保
険
に
つ
い
て
は
後
者
の
条
件
の
み
。
一
般
税
法
典

（C
o
d
e g

en
era

l d
es im

p
o
ts

）
九
九
五
条
。
な
お
、
連
帯
契
約
が
満
た
す
べ
き
条
件
に
つ
い
て
は
医
療
費
抑
制
政
策
と
の
関
係
で
修
正
が

加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
五
章
で
言
及
す
る
）。
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こ
こ
で
は
、
保
険
を
提
供
す
る
組
織
の
法
的
性
格
は
意
味
を
も
た
な
い
（
従
っ
て
、
民
間
保
険
会
社
も
、
「
連
帯
」
契
約
に
つ
い
て
は
税

の
免
除
の
対
象
と
な
り
う
る
）
。
他
方
で
、
上
記
の
二
つ
の
条
件
が
、
ロ
カ
ー
ル
報
告
書
に
お
い
て
共
済
組
合
の
原
則
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た

内
容
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
締
結
さ
れ
た
契
約
が
、
共
済
組
合
の
領
域
で
構
築
さ
れ
て
き
た
伝
統
的
な

価
値
を
共
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
税
の
免
除
の
た
め
に
要
求
さ
れ
て
い
る37

）。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
前
半
で
見
た
共
済
組
合
の

「
平
凡
化
」
と
対
比
す
る
と
す
れ
ば
、
共
済
組
合
の
原
則
の
「
平
凡
化
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う38

）。
す
な
わ
ち
、
従
来
共
済
組
合
が
維
持
し
て

き
た
伝
統
的
な
価
値
が
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
緩
や
か
な
形
で
、
あ
ら
ゆ
る
補
足
的
医
療
保
険
の
ア
ク
タ
ー

に
適
用
さ
れ
る
原
則
へ
と
転
換
さ
れ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
保
険
会
社
に
よ
る
も
の
も
含

め
て
多
く
の
補
足
的
医
療
保
険
契
約
が
こ
の
条
件
を
満
た
す
形
で
締
結
さ
れ
る
に
至
っ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
連
帯
契
約
の
導
入
以
降
に
強

く
な
っ
て
い
る39

）。

第
七
節

さ
ら
な
る
法
令
の
統
一
化

⑴

二
〇
〇
一
年
の
Ｅ
Ｕ
保
険
指
令
の
国
内
法
化
以
降
も
、
Ｅ
Ｕ
保
険
市
場
統
合
の
影
響
を
直
接
・
間
接
に
受
け
、
補
足
的
医
療
保
険
に
参

加
す
る
ア
ク
タ
ー
に
対
す
る
法
規
制
の
平
準
化
が
進
行
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、
①
公
務
員
共
済
に
対
す
る
優
遇
措
置
の
廃
止
、

②
税
制
の
さ
ら
な
る
統
一
化
、
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
改
革
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
第
六
節
で
検
討
し
た
九
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇

〇
〇
年
代
初
頭
の
法
改
正
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

⑵

①
ま
ず
、
公
務
員
を
対
象
と
す
る
共
済
組
合
に
は
従
来
強
い
優
遇
措
置
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
は
共
済
組
合
が
独

占
的
な
地
位
を
有
し
て
い
た
（
も
っ
と
も
重
要
な
共
済
組
合
で
、
伝
統
的
に
後
述
の
助
成
金
を
受
け
て
い
た
共
済
組
合
と
し
て
、
公
職
共
済

組
合
（M

u
tu
a
lite

d
e la F

o
n
ctio

n P
u
b
liq
u
e,

40
）

M
F
P

））。
公
務
員
を
対
象
と
す
る
共
済
組
合
に
対
し
て
は
国
が
助
成
金
を
付
与
で
き
る

と
の
規
定
が
共
済
組
合
法
典
に
存
在
し
（
後
述
す
る
改
正
前
の
Ｒ

.

五
二
三
条
）、
ま
た
、
活
動
の
面
で
も
、
例
え
ば
国
や
自
治
体
の
職
員
を
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有
利
な
条
件
で
そ
の
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
同
様
の
活
動
を
行
う
保
険
会
社
等
と
比
べ
て
有
利
な
制
度
が
存
在
し
た41

）。

二
〇
〇
五
年
に
、
上
述
の
助
成
金
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
共
済
組
合
に
よ
る
コ
ン
セ
イ
ユ
デ
タ
お
よ
び
欧
州
委
員
会
へ
の
訴
え
が
契
機
と

な
り
、
両
者
に
よ
り
、
当
時
の
制
度
に
つ
い
て
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
る42

）。
と
り
わ
け
欧
州
委
員
会
は
こ
の
よ
う
な
制
度
が
Ｅ
Ｕ
法

に
お
け
る
市
場
統
合
の
理
念
と
合
致
し
な
い
と
し
た43

）。
結
果
と
し
て
、
従
来
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
、
公
務
員
を
対
象
と

し
た
補
足
的
医
療
保
険
等
に
つ
い
て
、
新
た
な
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た44

）。
こ
の
新
し
い
制
度
に
お
い
て
は
、
公
的
セ
ク
タ
ー

の
使
用
者
は
、
補
足
的
医
療
保
険
の
構
築
に
際
し
て
、
共
済
組
合
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
補
足
的
医
療
保
険
の
保
険
者
を
対
象
と
し
て
競
争

的
な
公
募
（reco

u
rir a

u
n a

p
p
el p

u
b
lic a

la co
n
cu
rren

ce

）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
、
従
来
の
共
済
組
合
に
よ
る

独
占
状
態
は
完
全
に
廃
止
さ
れ
た
。

一
方
で
、
統
一
免
許
指
令
の
国
内
法
化
の
際
の
税
法
改
正
と
類
似
の
方
法
で
、
共
済
的
な
価
値
を
も
つ
契
約
を
保
護
す
る
仕
組
み
も
同
時

に
導
入
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
上
述
の
助
成
金
は
、
組
織
の
法
的
な
性
格
を
問
わ
ず
、
受
給
者
間
、
現
役
被
用
者
・
退
職
者
間
の
連
帯
の
原

則
の
遵
守
｜
世
代
間
・
家
族
間
・
所
得
階
層
間
の
実
効
的
な
連
帯
的
所
得
再
分
配
｜
を
条
件
と
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
法
四
〇

条
参
照
）。
具
体
的
に
は
コ
ン
セ
イ
ユ
デ
タ
の
デ
ク
レ
が
、
料
金
設
定
に
関
わ
る
い
く
つ
か
の
条
件
を
設
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
三
〇
歳

以
上
の
加
入
者
に
つ
い
て
、
保
険
料
額
の
ひ
ら
き
が
最
大
で
も
一：

三
ま
で
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
三
人
以
上
の
子
ど
も
が
い
る
場
合

に
は
保
険
料
に
上
限
を
設
定
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る45

）。
ま
た
、
使
用
者
は
、
保
険
者
の
選
択
に
あ
た
っ
て
、
高
齢
の
被
用
者
や
高
リ
ス
ク
の

被
用
者
が
実
効
的
に
カ
バ
ー
さ
れ
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
手
段
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
か
を
決
定
の
基
礎
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
直
接
的
な
規
定
は
無
い
も
の
の
、
間
接
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
非
選
択
の
原
則
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
年
齢
に
よ
る
被

保
険
者
の
排
除
や
、
医
学
的
質
問
事
項
に
基
づ
く
保
険
料
の
設
定
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
公
務
員
の
補
足
的
医
療
保
険
に
関
わ
る
改
革
も
、
上
述
の
二
〇
〇
一
年
前
後
の
改
革
と
同
様
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
の
市
場

の
統
合
、
自
由
主
義
的
な
市
場
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
背
景
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
国
内
法
に
お
い
て
、
新
た
に
、
む
し
ろ
こ
れ
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ま
で
共
済
組
合
が
掲
げ
て
き
た
も
の
に
近
い
価
値
を
体
現
す
る
新
し
い
規
定
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
結
果
が
導
か
れ
た46

）。

⑶

続
い
て
、
②
税
制
の
さ
ら
な
る
統
一
化
の
流
れ
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
共
済
組
合
・
労
使
共
済
制
度
に
つ
い
て
、
保
険
商
品
の
売
り

上
げ
に
か
か
る
保
険
契
約
税
が
か
つ
て
免
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
税
制
が
二
〇
〇
一
年
以
降
改
革
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
上
述

の
通
り
で
あ
る
。
一
方
、
保
険
事
業
を
行
う
共
済
組
合
・
労
使
共
済
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
組
織
に
対
す
る
一
般
法
人
税
（im

p
o
t

 
su
r les so

cietes d
e d
ro
it co

m
m
u
n

）、
事
業
税
（ta

x
e p
ro
fessio

n
n
elle

）
は
、
こ
れ
ら
の
組
織
が
非
営
利
法
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
適
用
が
な
く
、
こ
の
状
況
は
二
〇
〇
一
年
の
改
正
時
に
も
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
の
補
正
財
政
法
律
は
、
こ
の
よ
う
に
保

険
者
の
法
的
性
格
に
よ
っ
て
異
な
る
税
制
を
適
用
す
る
制
度
が
競
争
を
ゆ
が
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
保
険
会
社
・
共
済
組

合
・
労
使
共
済
制
度
が
い
ず
れ
も
同
様
に
こ
れ
ら
の
税
の
適
用
を
受
け
る
も
の
と
し
た
（
同
法
八
八
条
）。

一
方
で
、
同
法
同
条
は
、
法
人
税
・
事
業
税
の
免
除
を
、
当
該
組
織
の
法
的
性
格
で
は
な
く
、
当
該
組
織
の
活
動
が
い
く
つ
か
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
に
か
か
ら
し
め
る
も
の
と
し
た
。
そ
の
条
件
は
、
①
加
入
者
の
医
療
情
報
を
収
集
せ
ず
、
医
療
リ
ス
ク
に
応
じ
た
保
険

料
の
設
定
を
行
わ
な
い
こ
と
、
②
こ
の
よ
う
な
契
約
が
一
五
万
件
以
上
存
在
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
全
契
約
の
う
ち
の
一
定
割
合
以
上
を

占
め
る
こ
と
、
③
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
制
度
へ
の
参
加
（
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
に
つ
い
て
は
次
章
。
以
上
の
条
件
は
全
て
満
た
す
必
要
が
あ
る
）、
④

加
入
者
・
契
約
者
の
個
人
的
な
社
会
的
事
情
に
応
じ
て
、
保
険
料
設
定
の
例
外
の
設
定
や
保
険
料
を
一
部
支
払
っ
た
も
の
と
す
る
扱
い
を
行

う
こ
と
、
⑤
高
齢
の
加
入
者
が
一
定
割
合
い
る
こ
と
、
⑥
二
五
歳
以
下
の
加
入
者
が
一
定
割
合
い
る
こ
と
な
ど
（
以
上
の
条
件
は
、
そ
の
他

の
条
件
も
併
せ
た
④
以
下
の
条
件
の
中
で
一
つ
満
た
し
て
い
れ
ば
よ
い
）
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
①
の
条
件
は
、
連
帯
契
約
と
同
様
の
条
件
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
法
改
正
も
従
来
の
法
改
正
の
変
遷
の
文
脈
に
属

す
る
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
今
回
の
改
正
は
、
上
記
の
通
り
、
税
制
上
の
優
遇
を
受
け
る
た
め
の
条
件
と
い
う
形
で
、
個
別
の
契
約
で
な

く
当
該
組
織
の
活
動
の
全
体
を
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
連
帯
契
約
よ
り
も
さ
ら
に
進
ん
だ
、
よ
り
広
い
意
味
で
の
連
帯
的
価

値
が
評
価
の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る47

）。
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下
院
で
説
明
さ
れ
た
立
法
理
由
に
よ
れ
ば48

）、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
補
足
的
医
療
保
険
の
保
険
者
に
、
連
帯
契
約
や
第
五
章
で
検
討
す
る

責
任
契
約
（co

n
tra
ts resp

o
n
sa
b
les

）
を
広
く
提
供
し
、
補
足
的
・
基
礎
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
実
施
に
関
与
し
、
若
者
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で

国
民
全
体
に
対
し
て
補
足
的
医
療
保
険
を
提
供
す
る
よ
う
促
す
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
税
法
改
正
に
は
八
年
間
程
度
の
経
過
期
間
が
お
か
れ
た
。
同
じ
く
下
院
の
議
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
期
間
が
長
期
に
わ
た
り

す
ぎ
な
い
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
共
済
組
合
と
の
交
渉
過
程
に
言
及
す
る
政
府
側
の
応
答
が
見
ら
れ
、
経
過
期
間
の
設
定
は
共
済
組
合

に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る49

）。

第
八
節

第
三
章
の
ま
と
め

本
章
で
は
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
保
険
市
場
の
統
合
の
動
き
が
フ
ラ
ン
ス
の
補
足
的
医
療
保
険
を
め
ぐ
る
法
令
に
与
え
た
影
響
を
検
討
し
て

き
た
。
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
保
険
と
共
済
と
の
関
係
を
明
確
化
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
、
共
済
組
合
が
擁
護
す
る
価
値
や

そ
の
組
織
の
運
営
の
あ
り
方
な
ど
、
こ
の
組
織
の
特
殊
性
に
関
す
る
議
論
が
活
発
化
し
、
同
時
に
、
こ
う
し
た
特
殊
性
が
必
ず
し
も
法
令
上

明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
意
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
実
務
上
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
、
曖
昧
と
も
い
え
る
「
共
済
的
」
な
価
値
を
、

法
令
上
明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
通
り
、
こ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
法
上
の
要
請
は
、
二
つ
の
異
な
る
方
向
性
の
変
化
を
フ
ラ
ン
ス
の
補
足
的
医
療
保
険
法
令
に
及
ぼ

し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
共
済
組
合
と
い
う
組
織
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
特
別
な
法
的
枠
組
｜
複
数
の
活
動
を
同
時
に
実
施
す
る
権

限
や
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
｜
が
大
幅
に
取
り
去
ら
れ
、
こ
の
点
で
、
共
済
組
合
は
他
の
補
足
的
医
療
保
険
の
保
険
者
と
の
関
係
で
、
組
織

と
し
て
の
特
殊
性
を
大
幅
に
縮
小
し
た
。
他
方
で
、
こ
の
時
期
、
同
時
に
、

共
済
的
価
値
」
を
法
令
上
明
確
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
試
み

ら
れ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
こ
の
「
共
済
的
価
値
」
の
現
れ
と
い
え
る
よ
う
な
契
約
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
、
税
制
上
の

仕
組
み
等
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
、
保
険
者
を
問
わ
ず
広
く
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
後
者
の
点
は
、
共
済
組
合
に
与
え
ら
れ
て
い
た
優

（法政研究78-１- ）30 30

論 説



遇
措
置
を
実
際
上
法
改
正
後
も
維
持
す
る
た
め
の
一
つ
の
技
術
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
本
章
で
扱
っ
た
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
、
共
済
組
合
を
定
義
し
、
そ
の
法
的
位
置
づ
け
や
特
殊
性
を
整
理
す
る
試
み

も
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
（

序
」
で
も
述
べ
た
通
り
、
こ
の
よ
う
な
組
織
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
多
く
存
在
す
る
が
、
歴
史
的
経
緯
や
社
会
保

障
制
度
の
構
造
な
ど
を
背
景
と
し
て
そ
の
性
格
は
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
）
が
、
現
在
ま
で
成
功
に
至
っ
て
い
な
い50

）。

１
）

二
〇
〇
五
年
一
月
一
日
の
時
点
で
、
保
険
活
動
に
直
接
・
間
接
に
関
わ
る
指
令
は
三
〇
を
超
え
て
い
る
。L

a
m
b
ert-F

a
iv
re
(Y
.),L

ev
en
eu
r
(L
.),

D
roit d

es assu
ran

ces
,
12

ed
itio

n
,
2005,

D
a
llo
z,
p
.
72,

n
.
71.

２
）

L
a
m
b
ert-F

a
iv
re
(Y
.)
et a

l.
o
p
.cit.,

p
p
.
72 et s.,

n
.
71 et s.,

D
el S

o
l
(M
.),
L
es m

u
tu
elles d

e sa
n
te
:en

tre lo
g
iq
u
e co

n
cu
rren

tielle
 

et eth
iq
u
e so

lid
a
riste,

R
D
S
S
,
39(1),

ja
n
v
-m
a
rs 2003,

p
.
72.

３
）

そ
れ
ぞ
れ
、
一
九
七
四
年
一
二
月
二
一
日
法
律
（
ｎ

.

七
四

一
〇
七
六
）
お
よ
び
一
九
八
三
年
六
月
七
日
法
律
（
ｎ

.

八
三
｜
四
五
三
）
に
よ
っ
て

国
内
法
化
さ
れ
た
。
な
お
、
各
種
の
指
令
に
い
う
生
命
保
険
（a

ssu
ra
n
ce v

ie

）
は
基
本
的
に
日
本
法
に
お
け
る
生
命
保
険
に
対
応
し
、
老
齢
保
険
や

死
亡
保
険
を
典
型
と
す
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
生
命
保
険
に
附
随
し
て
提
供
さ
れ
る
非
生
命
保
険
も
生
命
保
険
に
含
ま
れ
る
。
従
っ
て
、
医
療
保
険
は
基

本
的
に
は
非
生
命
保
険
に
分
類
さ
れ
る
も
の
の
、
生
命
保
険
と
同
時
に
提
供
さ
れ
る
場
合
に
は
生
命
保
険
指
令
の
適
用
対
象
と
な
る
。
生
命
保
険
指
令
・

非
生
命
保
険
指
令
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
対
象
に
つ
い
て
は
、
現
在
効
力
を
有
す
る
各
分
野
の
指
令
（
二
〇
〇
二
／
八
三
／
Ｃ
Ｅ
二
条
、
七
三
／
二
三
九
／
Ｃ

Ｅ
二
条
）
を
参
照
。

４
）

L
a
m
b
ert-F

a
iv
re
(Y
.)
et a

l.
o
p
.
cit.,

p
.
72,

n
.
71.

５
）

こ
れ
ら
の
指
令
が
フ
ラ
ン
ス
国
内
法
に
転
換
さ
れ
た
の
は
、
次
に
検
討
す
る
三
段
階
目
の
指
令
群
の
制
定
後
で
あ
る
。
国
内
法
へ
の
受
容
は
、
本
文

に
挙
げ
た
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
九
八
九
年
一
二
月
三
一
日
八
九
｜
一
〇
一
四
法
律
、
一
九
九
一
年
七
月
二
六
日
九
一
｜
七
一
六
法
律
、
一
九
九
二
年
七

月
一
六
日
九
二
｜
六
六
五
法
律
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。L

a
m
b
ert-F

a
iv
re
(Y
.)
et a

l.
o
p
.
cit.,

p
p
.
76 et 77,

n
.
77 et 78.

６
）

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
自
由
の
実
現
を
容
易
に
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
、
保
険
契
約
法
の
調
和
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
こ
う
し
た
試
み

は
多
く
の
困
難
に
直
面
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
ほ
ぼ
断
念
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。L

a
m
b
ert-F

a
iv
re
(Y
.)
et a

l.
o
p
.
cit.,

p
p
.
74 et s.,

n
.
75 et 76.

７
）

L
a
m
b
ert-F

a
iv
re
(Y
.)
et a

l.
o
p
.
cit.,

p
p
.
77 et 78,

n
.
79.

８
）

P
a
r la lo

i n
°
94

5 d
u 4 ja

n
v
ier 1994 et la lo

i n
°
94

678 d
u 8 a

o
u
t 1994.

９
）

H
ela
ry
-O
liv
ier

(C
.),
L
es m

u
tu
elles o

n
t-elles en

co
re u

n
e ra

iso
n d

’ex
ister?

D
roit S

ocial,
2000,

p
.
879.
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D
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o
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告
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。
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）
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o
p
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p
p
.
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p
.
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F
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L
es n
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,
S
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p
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.
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23
）

P
a
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p
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R
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d
u 8.

8.
2001,

A
5
0266 /2000.

24
）

日
本
語
と
し
て
は
不
自
然
で
違
和
感
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
た
び
た
び
引
用
し
て
い
るD

el S
o
l

教
授
の
論
旨
に
即
し
て
、
他
の
類
型
の
保
険
者

と
の
関
係
で
の
特
殊
性
や
差
異
を
取
り
外
す
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
お
よ
び
、
後
述
す
る
よ
う
に
特
定
の
価
値
を
他
の
領
域
に
も
広
げ
る
、
と
い
う
二
つ

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
一
語
で
あ
ら
わ
す
表
現
と
し
て
、
差
し
あ
た
り
こ
の
言
葉
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

25
）

D
el.

S
o
l
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
75.

26
）

P
o
u
r les a

u
tres ch

a
n
g
em
en
ts,

v
o
ir.
D
el-S

o
l
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
p
.
75 et su

iv
.

27
）

こ
の
と
き
に
成
立
し
た
法
典
の
枠
組
は
今
日
に
お
い
て
も
基
本
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
そ
の
後
改
正
も
行
わ
れ
て
い
る
。

28
）

但
し
、
共
済
組
合
の
多
角
的
活
動
が
完
全
に
禁
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
①
共
済
組
合
は
、

姉
妹
」
共
済
組
合
（m

u
tu
elles so

eu
rs

）
を
設

立
し
、
こ
の
共
済
組
合
を
通
じ
て
公
衆
衛
生
・
社
会
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
、
保
険
業
務
を
行
う
共
済
組
合
か
ら
姉
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妹
共
済
組
合
へ
の
資
金
面
で
の
関
与
は
一
定
程
度
に
限
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
②
共
済
組
合
が
行
う
公
衆
衛
生
・
社
会
活
動
の
利
用
者
が
共
済
組
合
の
加
入

者
等
一
定
の
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
、
共
済
組
合
は
保
険
業
務
と
公
衆
衛
生
・
社
会
活
動
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
共
済

法
典
Ｌ

.

一
一
一
｜
一
条
の
Ⅲ
）。

29
）

M
u
tu
a
lite

F
ra
n
ça
ise,

C
od
ed
e la m

u
tu
alite

,
co
m
m
en
te,

L
.
G
.
D
.
J.,
2005,

p
p
.
33 et 34.

30
）

D
el-S

o
l
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
82.

31
）

各
種
保
険
者
が
若
年
層
へ
の
営
業
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
中
村
岳
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
民
間
医
療
保
険
の
動
向
」
損
保
ジ
ャ

パ
ン
総
研
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
四
六
号
（
二
〇
〇
六
）
四
八
頁
。

32
）

共
済
組
合
を
優
遇
す
る
こ
う
し
た
税
の
免
除
は
、
一
八
九
八
年
四
月
一
日
法
お
よ
び
一
九
四
四
年
一
月
三
一
日
法
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。
後
者
の

一
九
四
四
年
法
は
、
保
険
契
約
税
を
創
設
し
た
法
律
で
あ
り
、
既
に
共
済
組
合
に
つ
い
て
免
除
を
規
定
し
て
い
る
。
労
使
共
済
制
度
に
つ
い
て
は
、
当
初

か
ら
税
の
適
用
自
体
が
な
く
、
一
九
五
八
年
二
月
二
日
の
五
八
｜
一
六
二
号
法
律
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
実
務
が
正
式
に
確
認
さ
れ
た
。

A
v
is
 
ren

d
u

 
p
a
r la

 
C
o
m
m
issio

n
 
eu
ro
p
een

n
e
 
le
 
2
 
ju
in
 
2004,

A
id
e
 
d
’E
ta
t E

46 /2001
F
ra
n
ce
 
E
x
o
n
era

tio
n
 
d
e
 
la
 
ta
x
e
 
su
r les co

n
tra
ts

 
d
’a
ssu

ra
n
ce m

a
la
d
ie,

n
o
te 2.

33
）

D
el S

o
l
(M
.),
T
u
rq
u
et
(P
.),
L
es o

rg
a
n
ism

es co
m
p
lem

en
ta
ires d

’a
ssu

ra
n
ce m

a
la
d
ie et la g

estio
n d

u risq
u
e m

a
la
d
ie a

l’a
u
n
e

 
d
e la refo

rm
e d

u 13 a
o
u
t 2004,

R
D
S
S
,
2005,

p
.
319.

34
）

A
v
is ren

d
u p

a
r la C

o
m
m
issio

n eu
ro
p
een

n
e le 2 ju

in 2004,
A
id
e d

’E
ta
t E

46 /2001
F
ra
n
ce E

x
o
n
era

tio
n d

e la ta
x
e su

r les
 

co
n
tra
ts d

’a
ssu

ra
n
ce m

a
la
d
ie.

35
）

F
errera

(M
.),
o
p
.
cit.,p

.
217.

36
）

D
el S

o
l
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
83.

な
お
、
連
帯
契
約
に
か
か
る
免
税
は
、
二
〇
一
一
年
度
財
政
法
律
以
降
、
減
税
（
七
％
の
税
率
を
三
・
五
％
ま
で

引
き
下
げ
る
）
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

37
）

D
el S

o
l
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
83.

38
）

Ib
id
.,
D
el S

o
l
(M
.),
T
u
rq
u
et
(P
.),
o
p
.
cit.,

p
.
319.

39
）

G
ro
u
p
e d

e tra
v
a
il d

e la C
o
m
m
issio

n d
es co

m
p
tes d

e la S
ecu

rite
so
cia
le,

G
ro
u
p
e p

resid
e
p
a
r M

.
Jea

n
-F
ra
n
ço
is C

h
a
d
ela
t,

L
a rep

a
rtitio

n d
es in

terv
en
tio
n
s en

tre les a
ssu

ra
n
ces m

a
la
d
ie o

b
lig
a
to
ires et co

m
p
lem

en
ta
ires en m

a
tiere d

e d
ep
en
ses d

e
 

sa
n
te,

2003.

40
）

加
入
者
数
五
〇
〇
万
人
、
受
益
者
九
〇
〇
万
人
、
拠
出
金
額
に
し
て
三
五
億
ユ
ー
ロ
。D

el S
o
l
(M
.),
E
u
ro
p
e et m

u
tu
a
lite

:
u
n
e in

flu
en
ce

 
a
sen

s u
n
iq
u
e?,

R
D
S
S
,
2009,

p
p
.
411 et 412.
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41
）

D
el S

o
l
(M
.),
2009,

o
p
.
cit.,

p
.
411.

42
）

コ
ン
セ
イ
ユ
デ
タ
の
判
断
と
し
て
、C

E 26 sep
t.
2005,

N
°
262282,

M
u
tu
elle g

en
era

le d
es serv

ices p
u
b
lics.

公
務
員
以
外
の
加
入
者
を

受
け
入
れ
る
共
済
組
合
を
助
成
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
た
こ
と
が
、
平
等
原
則
違
反
で
あ
り
違
法
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
欧
州
委
員
会
の
指
摘
は
、

D
ecisio

n d
e la C

o
m
m
issio

n eu
ro
p
een

n
e d

u 27 ju
ill.

2005,
C
O
M
(2005).

43
）

D
el S

o
l
(M
.),
2009,

o
p
.
cit.,

p
.
411.

44
）

L
o
i n
°
2007

148 d
u 2 fev

rier 2007 d
e m

o
d
ern

isa
tio
n d

e la fo
n
ctio

n p
u
b
liq
u
e

に
よ
る
。
具
体
的
な
内
容
は
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
て
い
る
（D

ecret d
u 19 sep

tem
b
re 2007

）。

45
）

D
el S

o
l
(M
.),
2009,

o
p
.
cit.,

p
.
413.

46
）

Ibid
.

47
）

D
el S

o
l
(M
.),
2009,

o
p
.
cit.,

p
.
416.

48
）

A
ssem

b
lee N

a
tio
n
a
le,

2
iem

e
 sea

n
ce d

u 7 d
ec.

2006.

49
）

Ibid
.

50
）

D
el S

o
l
(M
.),
2009,

o
p
.
cit.,

p
p
.
416 et s.

第
四
章

デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
制
度
化

第
一
節

は
じ
め
に

第
三
章
で
見
た
Ｅ
Ｕ
法
と
の
調
和
を
め
ざ
す
法
改
正
と
並
ん
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
補
足
的
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
九
年
に
大

き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
長
い
間
懸
案
で
あ
っ
た
社
会
保
障
基
礎
制
度
の
一
般
化
と
同
時
に
展
開
し
た
。
国

民
皆
保
険
制
度
の
導
入
に
際
し
て
、
補
足
的
医
療
保
険
が
市
民
の
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
補
足
的
医
療
保
険
へ
の
加
入
を
基
礎
制
度
と
同
時
に
一
般
化
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
改

（法政研究78-１- ）34 34
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革
は
、
こ
れ
ま
で
事
実
上
存
在
・
発
展
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
医
療
制
度
の
二
層
性
に
、
よ
り
制
度
的
な
枠
付
け
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
基
礎
制
度
・
補
足
的
医
療
保
険
の
組
み
合
わ
せ
を
制
度
化
す
る
動
き
に
つ
い
て
、

分
析
を
加
え
る
。
こ
の
法
改
正
に
つ
い
て
は
既
に
複
数
の
別
稿
で
検
討
を
加
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り１

）、
制
度
の
内
容
に
関
す
る
検
討
は
重
要

な
事
項
お
よ
び
最
近
の
改
正
等
の
み
に
留
め
、
補
足
的
医
療
保
険
の
位
置
づ
け
の
変
化
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

第
二
節

普
遍
的
医
療
制
度
（
Ｃ
Ｍ
Ｕ
）
成
立
の
背
景

⑴

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
医
療
保
険
制
度
の
「
一
般
化
（g

en
era

lisa
tio
n

）」、
す
な
わ
ち
制
度
の
適
用
対
象
者
の
拡
大
は
、
社
会
保
障

制
度
創
設
時
以
降
長
年
に
わ
た
っ
て
議
論
さ
れ
て
き
た
懸
案
で
あ
っ
た
。
一
九
四
六
年
の
社
会
保
障
制
度
創
設
時
、
あ
ら
ゆ
る
国
民
を
対
象

と
し
た
普
遍
的
な
医
療
保
険
制
度
が
目
指
さ
れ
た
が
、
職
域
ご
と
の
制
度
が
分
立
す
る
制
度
全
体
の
構
造
な
ど
が
大
き
な
障
壁
と
な
り
、
結

局
こ
の
目
標
は
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た２

）。
現
在
に
至
る
ま
で
、
社
会
保
障
制
度
は
、
一
般
商
工
業
の
被
用
者
を
対
象
と
す
る
一
般
制

度
（reg

im
e g

en
era

l

）、
特
定
の
職
域
の
被
用
者
を
対
象
と
す
る
特
別
制
度
等
か
ら
成
る
職
域
別
の
構
造
を
採
用
し
て
い
る
。
立
法
当
時
、

こ
れ
ら
の
職
域
別
制
度
の
い
ず
れ
に
も
加
入
し
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
任
意
の
個
人
加
入
、
並
び
に
、
拠
出
す
る
資
力
を
も
た
な
い
者
に
つ

い
て
県
が
提
供
す
る
医
療
扶
助
（a

id
e m

ed
ica
le

）
が
存
在
し
た
が
、
医
療
扶
助
に
つ
い
て
は
そ
の
支
給
基
準
が
県
ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
で

あ
る
こ
と
や
ス
テ
ィ
グ
マ
の
存
在
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た３

）。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
初
め
て
国
民
皆
保
険
を
実
現
し
た
と
評
価
さ
れ
う
る
の
が
、
一
九
九
九
年
の
普
遍
的

医
療
制
度
（C
o
u
v
ertu

re m
a
la
d
ie u

n
iv
erselle,

C
M
U

）
を
創
設
す
る
立
法４

）で
あ
る
（
以
下
、
こ
の
法
律
を
Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
、
こ
の
法
律
に

よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
制
度
をC

M
U

と
呼
ぶ
）。
Ｃ
Ｍ
Ｕ
は
二
つ
の
部
分
か
ら
成
っ
て
お
り
、
社
会
保
障
制
度
の
皆
保
険
化
を
め
ざ
す
制
度

（
基
礎
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
（C

M
U
 
d
e b

a
se

））、
お
よ
び
、
低
所
得
者
層
の
補
足
的
医
療
保
険
へ
の
加
入
を
担
保
し
よ
う
と
す
る
制
度
（
補
足
的
Ｃ

Ｍ
Ｕ
（C

M
U
 
co
m
p
lem

en
ta
ire

））
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
基
礎
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
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と
を
要
件
と
し
て
、
他
の
い
か
な
る
資
格
に
よ
っ
て
も
医
療
保
険
に
加
入
で
き
な
い
者
を
、
一
般
制
度
に
加
入
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
者
が
、
職
域
か
居
住
か
、
い
ず
れ
か
の
基
準
に
よ
っ
て
医
療
保
険
制
度
に
加
入
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
保
険
料
の
支
払
い
は
受
給
権
の
取
得
要
件
で
は
な
く
、
低
所
得
者
に
は
保
険
料
支
払
い
義
務
が
課
さ
れ
な
い
（
住
所

と
所
得
を
届
け
出
る
と
、
直
ち
に
受
給
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
）。

本
稿
の
関
心
と
の
関
係
で
重
要
な
の
は
、
当
然
な
が
ら
後
者
の
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
で
あ
る
。
後
述
す
る
通
り
、
Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
は
、
低
所
得
者
が

無
拠
出
で
補
足
的
医
療
保
険
に
加
入
で
き
る
ス
キ
ー
ム
を
創
設
し
た
。
こ
の
立
法
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
九
〇
年
代
の
フ
ラ

ン
ス
に
お
け
る
社
会
保
障
制
度
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
な
医
療
保
障
を
提
供
し
て
い
な
い
こ
と
を
立
法
者
が
公
に
認
め
る
に
至
っ
た
点
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
よ
う
な
認
識
が
共
有
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
辿
っ
て
お
く
。

⑵

当
時
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
社
会
保
障
制
度
の
財
政
赤
字
へ
の
対
応
と
い
う
政
策
目
的
か
ら
、
医
療
費
抑
制
政
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
た
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
患
者
が
負
担
す
る
自
己
負
担
（tick

et m
o
d
era

teu
r

）
お
よ
び
入
院
時
の
日
額
負
担
（fo

rfa
it h

o
sp
ita
lier

）
が
増

額
し
、
医
薬
品
の
費
用
の
償
還
割
合
の
縮
減
が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た５

）。
補
足
的
医
療
保
険
を
も
た
な
い
患
者
に
と
っ
て
は
、
増
額
し
続
け
る

医
療
費
の
自
己
負
担
と
、
第
三
者
払
い
の
欠
如
が
、
深
刻
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
。

立
法
時
の
議
会
に
お
け
る
議
論
で
は
、
基
礎
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
在
住
す
る
あ
ら
ゆ
る
市
民
に
医
療
保
険
制
度
の
被
保

険
者
資
格
を
与
え
た
と
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
医
療
へ
の
平
等
な
ア
ク
セ
ス
を
実
現
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
の
問
題
意
識
が
示
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
市
民
の
八
四
％
が
何
ら
か
の
補
足
的
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
一
方
、
一
ヶ
月
の
収
入
が
二
〇
〇
〇

フ
ラ
ン
以
下
の
者
で
補
足
的
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
者
の
割
合
は
四
五
％
に
と
ど
ま
り
、
失
業
者
に
つ
い
て
こ
の
値
は
更
に
低
下
す
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
補
足
的
医
療
保
険
の
必
要
性
が
高
い
者
ほ
ど
、
十
分
な
保
護
を
受
け
て
い
な
い
と
の
主
張
が
な
さ
れ
た６

）。
つ
ま
り
、
社

会
保
障
制
度
の
一
般
化
を
実
質
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
社
会
保
障
制
度
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
費
用
を
カ
バ
ー
す
る
補
足
的
医

療
保
険
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る７

）。
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⑶

こ
の
よ
う
に
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
創
設
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
保
障
制
度
は
そ
れ
の
み
で
は
医
療
保
障
と
し
て
不
十
分
で
あ
り
、
社
会

保
障
の
被
保
険
者
と
な
る
こ
と
は
必
ず
し
も
実
際
に
受
診
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
と
い
う
認
識
、
お
よ
び
、
受
診
が
可
能
と
な

る
た
め
に
は
補
足
的
医
療
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
背
景
と
し
て
い
た
。
立
法
時
の
議
論
お
よ
び
学
説
に
お
い

て
も
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
創
設
は
万
人
の
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
実
効
的
な
も
の
に
す
る
と
の
評
価
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る８

）。
Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
は
、

こ
れ
ら
の
認
識
が
フ
ラ
ン
ス
の
政
策
立
案
者
・
立
法
者
の
間
で
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
、
法
律
に
よ
っ
て
も
公
的
に
追
認
さ
れ
た
と
い
う
重
要

な
意
味
を
も
つ
と
い
え
る
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
四
六
年
の
社
会
保
障
制
度
創
設
時
か
ら
、
こ
の
制
度
と
補
足
的
医
療

保
険
と
の
併
存
が
期
待
さ
れ
て
き
た
が
、
当
時
補
足
的
医
療
保
険
に
期
待
さ
れ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
自
助
努
力
・
上
乗
せ
的
な
給
付
を
カ

バ
ー
す
る
役
割
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
制
定
時
に
想
定
さ
れ
て
い
る
上
記
の
よ
う
な
補
足
的
医
療
保
険
の
役

割
は
、
医
療
保
障
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
一
九
四
〇
年
代
・
五
〇
年
代
に
想
定
さ
れ
た
の
も
の
と
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。

第
三
節

補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ

⑴

補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
に
つ
い
て
、
現
行
法
上
の
制
度
を
概
観
し
て
お
こ
う９

）。

補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
と
、
収
入
が
一
定
額
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る10

）。
こ
の
基
準
額
は
世
帯
の
構
成
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
一
人
世
帯
で
あ
れ
ば
月
額
六
三
四
ユ
ー
ロ
に
設
定
さ
れ
て

い
る
。
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
対
象
者
は
、
社
会
保
障
制
度
に
お
い
て
自
己
負
担
と
な
る
費
用
、
す
な
わ
ち
、
一
部
負
担
金
、
入
院
時
日
額
負
担
、

歯
科
や
眼
科
（
特
に
視
力
矯
正
、
具
体
的
に
は
眼
鏡
）
の
費
用
を
負
担
し
な
い
（
但
し
保
障
に
は
一
定
の
上
限
が
あ
る11

）。
ま
た
、
医
師
・
医

療
機
関
は
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
対
象
者
に
対
し
て
協
約
料
金
以
上
の
報
酬
を
請
求
で
き
な
い12

））。
ま
た
、
社
会
保
障
制
度
に
お
い
て
は
原
則

と
な
る
償
還
払
い
制
度
の
適
用
も
受
け
ず
、
第
三
者
払
い
を
享
受
す
る
（
以
上
、
社
会
保
障
法
典
Ｌ

.

八
六
一
｜
三
条13

））。
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対
象
者
は
、
自
ら
の
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
を
支
給
し
管
理
す
る
組
織
と
し
て
、
社
会
保
険
金
庫
な
い
し
補
足
的
医
療
保
険
を
提
供
す
る
組
織

（
共
済
組
合
、
労
使
共
済
制
度
、
保
険
会
社
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
組
織
を
「
補
足
的
医
療
保
険
組
織
」
と
呼
ぶ
）
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
Ｌ

.

八
六
一
｜
四
条
）。
補
足
的
医
療
保
険
組
織
は
、
こ
の
制
度
へ
の
参
加
を
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
参
加
を
希
望

す
る
組
織
は
そ
の
旨
申
請
を
行
う
（
行
政
庁
は
制
度
に
参
加
す
る
組
織
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
。
社
会
保
障
法
典
Ｌ

.

八
六
二
｜
七
条
第
一

項
・
第
二
項
）。
も
っ
と
も
、
一
旦
こ
の
制
度
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
組
織
は
、
自
ら
に
加
入
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ

の
対
象
者
に
つ
い
て
、
加
入
に
つ
い
て
何
ら
か
の
条
件
を
設
け
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
る
（
同
Ｌ

.

八
六
二
｜
八
条
）。
つ
ま
り
、
こ
の
制
度
に

参
加
す
る
以
上
、
加
入
者
を
選
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
対
象
者
を
受
け
入
れ
た
組
織
に
対
し
て
、
対
象
者
一
人
あ
た

り
、
四
半
期
ご
と
に
九
二
・
五
〇
ユ
ー
ロ
が
支
給
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
該
対
象
者
に
か
か
る
医
療
リ
ス
ク
は
、
こ
の
九
二
・
五
〇

ユ
ー
ロ
の
範
囲
内
で
個
々
の
保
険
者
が
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
Ｌ

.

八
六
二
｜
四
条
の
Ⅲ
）。

上
記
の
よ
う
に
各
種
の
組
織
の
中
か
ら
受
給
者
が
自
由
に
保
険
者
を
選
択
す
る
と
い
う
制
度
設
計
は
、
受
給
者
に
ス
テ
ィ
グ
マ
を
生
じ
さ

せ
な
い
と
い
う
点
で
す
ぐ
れ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
い
た
が14

）、
実
際
に
は
、
制
度
が
複
雑
で
あ
り
、
受
給
者
が
必
ず
し
も
選
択
の
た
め
に
必

要
で
十
分
な
知
識
を
持
ち
あ
わ
せ
な
い
こ
と
な
ど
が
原
因
と
な
り
、
九
〇
％
の
受
給
者
は
、
基
礎
制
度
に
つ
い
て
管
理
運
営
を
し
て
い
る
社

会
保
険
初
級
金
庫
（C

P
A
M

）
を
、
補
足
的
医
療
保
険
の
管
理
運
営
主
体
と
し
て
も
選
択
し
て
い
る15

）。
ま
た
、
従
来
か
ら
連
帯
の
価
値
を

掲
げ
、
ま
た
制
度
設
計
に
も
深
く
関
与
し
た
共
済
組
合
と
、
保
険
会
社
等
の
他
の
組
織
と
が
同
列
に
並
べ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
共
済

組
合
の
側
か
ら
の
不
満
も
表
明
さ
れ
た16

）。
と
は
い
え
、
実
際
に
制
度
が
動
き
出
し
て
み
る
と
、
共
済
組
合
を
選
択
し
た
受
給
者
は
（
保
険
会

社
・
労
使
共
済
制
度
と
比
べ
て
）
相
対
的
に
は
少
な
く
な
い
。

C
P
A
M

を
選
ば
な
か
っ
た
受
給
者
の
う
ち
八
割
近
く
が
共
済
組
合
を
選
択

し
て
い
る17

））。
そ
の
背
景
に
は
、
公
衆
衛
生
活
動
・
社
会
的
活
動
・
医
療
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
経
営
に
よ
り
社
会
的
排
除
に
活
発
に
立
ち
向

か
っ
て
き
た
と
い
う
共
済
組
合
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
経
緯
が
あ
る
よ
う
で
あ
る18

）。
こ
う
し
た
、
共
済
組
合
の
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
分
野
へ
の
関

与
は
、
翻
っ
て
さ
ら
に
、
こ
の
組
織
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
重
要
な
効
果
を
も
っ
て
い
る
と
い
う19

）。
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他
方
、
上
記
の
よ
う
な
受
給
者
のC

P
A
M

へ
の
集
中
お
よ
び
財
政
上
の
理
由
か
ら
、
そ
も
そ
も
こ
の
制
度
に
参
加
す
る
組
織
の
数
は
大

幅
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
（
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
間
で
マ
イ
ナ
ス
三
五
％
）。

⑵

補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
対
象
者
は
拠
出
義
務
を
負
わ
ず
（
同
Ｌ

.

八
六
一
｜
三
条
一
項
）、
こ
れ
ら
の
者
の
補
足
的
医
療
保
険
給
付
に
か
か
る

費
用
は
、

医
療
リ
ス
ク
の
普
遍
的
カ
バ
ー
の
た
め
の
補
足
的
社
会
保
障
財
政
基
金
（fo

n
d
s d
e fin

a
n
cem

en
t d
e la p

ro
tectio

n co
m
-

p
lem

en
ta
ire d

e la co
u
v
ertu

re u
n
iv
erselle d

u risq
u
e m

a
la
d
ie

）」

以
下
、
単
に
「
基
金
」
と
い
う
）
に
よ
っ
て
拠
出
さ
れ
る
（
同

Ｌ

.

八
六
二
｜
一
条
）。
こ
の
基
金
に
財
源
を
提
供
す
る
た
め
に
、
補
足
的
医
療
保
険
組
織
に
対
し
て
、
補
足
的
医
療
保
険
か
ら
生
じ
た
保
険

料
・
拠
出
金
収
入
を
基
礎
と
し
て
税
が
課
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
税
は
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
に
参
加
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
共
済
組
合
・

労
使
共
済
制
度
・
保
険
会
社
に
対
し
て
課
さ
れ
る
（
税
率
は
現
在
六
・
二
七
％
で
あ
る
。
Ｌ

.

八
六
二
｜
四
条
Ⅰ
、
Ⅱ
）。
一
方
、
補
足
的
Ｃ

Ｍ
Ｕ
に
参
加
す
る
組
織
に
つ
い
て
は
、
当
該
組
織
が
受
け
入
れ
た
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
対
象
者
の
数
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
上
述
の
金
額
（
補
足

的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
対
象
者
を
一
人
受
け
入
れ
た
場
合
四
半
期
ご
と
に
九
二
・
五
ユ
ー
ロ
））
が
差
し
引
か
れ
、
受
け
入
れ
た
人
数
が
相
当
程
度
多
く

な
れ
ば
、
税
額
は
ゼ
ロ
と
な
り
む
し
ろ
一
定
額
が
払
い
戻
さ
れ
る
（
Ｌ

.

八
六
二
｜
四
条
Ⅲ
）。
こ
の
よ
う
に
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
財
源
確
保

の
仕
組
み
は
、
補
足
的
医
療
保
険
組
織
に
こ
の
制
度
へ
の
参
加
を
促
す
役
割
も
担
っ
て
い
る20

）。

⑶

補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
制
度
が
有
す
る
意
味
を
よ
り
適
切
に
理
解
す
べ
く
、
収
支
の
内
訳
を
詳
し
く
み
て
お
こ
う21

）。

ま
ず
、
基
金
の
財
源
に
は
法
律
上
国
庫
負
担
も
予
定
さ
れ
て
お
り
（
Ｌ

.

八
六
二
｜
三
条
一
項
）、
制
度
創
設
当
初
の
二
〇
〇
〇
年
の
時
点

で
は
、
財
源
の
八
割
程
度
が
国
庫
負
担
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
は
、
①
補
足
的
医
療
保
険
加
入
者
と
非
加
入
者
と
の
間

で
の
連
帯
、
お
よ
び
、
②
国
民
連
帯
、
の
二
種
類
の
連
帯
を
組
み
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ

の
割
合
は
制
度
創
設
後
徐
々
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
二
〇
〇
九
年
の
財
政
法
（L

o
i d
e fin

a
n
ces

）
で
は
国
庫
負
担
が
ゼ
ロ
と
さ
れ
る
に
至
っ

た22
）。

こ
の
こ
と
と
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
費
用
の
増
加
に
よ
り
、
補
足
的
医
療
保
険
組
織
の
拠
出
負
担
は
急
激
に
重
く
な
り
つ
つ
あ
る
（
同
じ

二
〇
〇
九
年
の
社
会
保
障
財
政
法
律
（lo

i d
e fin

a
n
cem

en
t d
e la secu

rite
so
cia
le

）
は
補
足
的
医
療
保
険
の
保
険
者
に
課
さ
れ
る
税
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の
税
率
を
二
・
五
％
か
ら
五
・
九
％
へ
と
引
き
上
げ
た23

）。
上
記
の
通
り
こ
の
税
率
は
現
在
で
は
六
・
二
七
％
に
達
し
て
い
る
）。
こ
の
こ
と

は
、
補
足
的
医
療
保
険
の
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
つ
な
が
る
と
の
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
る24

）。

こ
の
よ
う
に
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
財
源
を
補
足
的
医
療
保
険
の
保
険
者
の
み
に
担
わ
せ
る
仕
組
み
へ
と
制
度
が
変
容
し
た
こ
と
は
、
費
用

負
担
の
新
し
い
構
造
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
現
在
の
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
財
政
は
完
全
に
「
民
営
化
（p

riv
a
tise

）」
さ
れ
た
と
の
指
摘
が

あ
る25

）（
現
在
の
基
金
の
収
入
総
額
は
約
一
八
億
七
〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
）。
ま
た
、
収
支
の
状
況
を
見
比
べ
る
と
、
上
述
の
よ
う
に
補
足
的
Ｃ

Ｍ
Ｕ
対
象
者
の
九
〇
％
が
社
会
保
険
金
庫
を
保
険
者
と
し
て
選
択
し
て
い
る
こ
と
の
帰
結
と
し
て
、
支
出
の
七
割
程
度
が
社
会
保
険
金
庫
に

支
払
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
在
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
お
よ
び
そ
の
財
源
を
拠
出
す
る
基
金
は
、
民
間
の
保
険
者
か
ら
社
会
保
険
金
庫
へ
の

財
源
の
移
転
の
ツ
ー
ル
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
学
説
は
、
各
種
保
険
者
の
こ
の
制
度
へ
の
参
加
お
よ
び
受
給

者
に
よ
る
保
険
者
の
選
択
と
い
う
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
仕
組
み
は
、
制
度
を
支
え
る
哲
学
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
財
政
上
の
理
由
か
ら
要
請
さ
れ

た
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
制
度
設
計
は
、
各
種
保
険
者
へ
の
税
負
担
の
要
請
を
正
当
化
し
、
社
会
保
障
一
般
税
（
差
し

あ
た
り
こ
こ
で
は
社
会
保
障
目
的
税
と
理
解
し
て
お
け
ば
足
り
る
）、
社
会
保
険
料
そ
の
他
の
既
存
の
負
担
の
引
き
上
げ
を
回
避
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た26

）。

第
四
節

Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
の
成
果
・
残
さ
れ
た
課
題

⑴

Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
社
会
保
障
制
度
創
設
以
来
の
課
題
で
あ
っ
た
医
療
保
険
の
あ
ら
ゆ
る
国
民
に
対
す
る
適
用
、
い
わ

ゆ
る
一
般
化
（g

en
era

lisa
tio
n

）
を
実
現
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
医
療
政
策
の
歴
史
の
中
で
も
重
要
な
転
換
点
と
な
っ

て
い
る27

）。
こ
の
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
対
象
者
は
最
貧
困
層
に
限
ら
れ
ず
、
当
時
存
在
し
た
最
低
生
活
保
障
制
度
（
最
低
統
合
所
得rev

en
u

 
m
in
im
u
m
 
d
’in
sertio

n
,
R
M
I

）
よ
り
も
広
く
、
不
安
定
な
状
況
化
に
あ
る
被
用
者
を
対
象
者
を
想
定
し
て
お
り
、
低
所
得
者
層
に
対
す

る
社
会
扶
助
的
な
給
付
の
一
類
型
と
し
て
も
特
殊
な
性
格
を
も
つ28

）。
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学
説
も
、
Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
に
お
け
る
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
重
要
性
を
強
調
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
注
目
し
て
Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
を
好
意
的
に
評
価
す
る
論

調
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
既
に
述
べ
た
通
り
、
Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
の
革
新
性
は
低
所
得
者
の
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
へ
の
加
入
に
よ
っ
て
万
人

の
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
実
効
化
す
る
点
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
は
社
会
法
分
野
に
お
い
て
直
近
一
五
年
間
に
行
わ
れ
た
立
法

の
中
で
も
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
、
と
の
指
摘
が
み
ら
れ
る29

）。

⑵

一
方
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
問
題
点
と
し
て
は
、
閾
値
効
果
（effet d

e seu
il

）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
補

足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
対
象
者
が
無
拠
出
で
補
足
的
医
療
保
険
を
獲
得
で
き
る
一
方
、
基
準
と
な
る
収
入
の
水
準
の
わ
ず
か
に
超
え
る
収
入
を
持
つ

者
は
、
保
険
料
を
全
額
自
ら
拠
出
し
な
け
れ
ば
補
足
的
医
療
保
険
に
加
入
で
き
ず
、
両
者
の
間
に
深
刻
な
不
平
等
が
生
じ
る
と
い
う
問
題
で

あ
る30

）。
こ
の
問
題
は
立
法
時
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り31

）、
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
に
出
さ
れ
た
補
足
的
医
療
保
険
に
関
す
る
政
府
関
係
報
告
書
に

お
い
て
は
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
成
立
後
、
補
足
的
医
療
保
険
へ
の
加
入
者
は
九
〇
％
程
度
ま
で
上
昇
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
費
用
の
問

題
を
理
由
と
し
て
加
入
し
な
い
者
が
（
非
加
入
者
の
半
数
程
度
）
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る32

）。

二
〇
〇
四
年
八
月
の
医
療
制
度
改
革
の
際
に
、
基
準
額
と
収
入
の
差
が
二
〇
％
の
範
囲
に
留
ま
る
者
を
対
象
に
、
補
足
的
医
療
保
険
料
支

払
援
助
（a

id
e a

u
 
p
a
iem

en
t d

’u
n
e
 
a
ssu

ra
n
ce
 
co
m
p
lem

en
ta
ire
 
d
e
 
sa
n
te

）
と
呼
ば
れ
る
保
険
料
・
拠
出
金
の
減
額
の
仕
組
み

（cred
it d

’im
p
o
t

）
が
導
入
さ
れ
た
（
社
会
保
障
法
典
Ｌ

.

八
六
三
｜
一
条
以
下33

））。
こ
の
減
額
の
具
体
的
な
金
額
は
、
対
象
者
の
年
齢
に

よ
っ
て
、
一
〇
〇
ユ
ー
ロ
か
ら
四
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
間
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
対
象
者
は
、
自
ら
が
所
属
す
る
医
療
保
険
の
保
険
者

に
よ
っ
て
収
入
の
審
査
を
受
け
、
対
象
者
と
な
る
旨
の
証
明
書
の
発
行
を
受
け
る
。
こ
の
証
明
書
を
提
示
し
た
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
補
足

的
医
療
保
険
の
保
険
者
は
、
拠
出
金
あ
る
い
は
保
険
料
の
額
を
一
定
額
減
額
す
る
。
二
〇
〇
五
年
の
こ
の
制
度
の
対
象
者
は
二
七
万
人
程
度

で
あ
り
、
こ
の
制
度
は
一
定
の
成
功
を
収
め
た
と
評
価
さ
れ
た
が34

）、
依
然
と
し
て
制
度
の
対
象
者
と
非
対
象
者
が
一
定
の
収
入
額
の
前
後
で

分
け
ら
れ
る
と
い
う
制
度
の
構
造
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
個
人
の
収
入
に
応
じ
た
漸
減
的
な
「
個
人
化
さ
れ
た
医
療
手
当
（a

llo
ca
tio
n

 
p
erso

n
n
a
lisee sa

n
te

）」
の
導
入
が
主
張
さ
れ
て
い
る35

）。
な
お
、
補
足
的
医
療
保
険
料
支
払
援
助
に
つ
い
て
も
、
上
述
の
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
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の
基
金
が
財
源
を
拠
出
し
て
お
り
、
従
っ
て
二
〇
〇
九
年
以
降
は
も
っ
ぱ
ら
補
足
的
医
療
保
険
組
織
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
て
い
る
。

⑶

補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
点
の
ほ
か
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
対
象
者
に
つ
い
て
病
院
・
医
師
が
治
療
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
見
ら
れ
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る36

）。
こ
れ
は
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
受
給
者
に
つ
い
て
は
第
三
者
払
い
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
病
院
・
医

師
が
費
用
の
回
収
に
つ
い
て
不
安
を
も
つ
こ
と
や
、
受
給
者
に
つ
い
て
は
上
述
の
通
り
協
約
料
金
を
超
え
た
保
障
請
求
が
で
き
な
い
こ
と
が

背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
従
っ
て
、
診
療
拒
否
は
、
特
に
、
協
約
外
料
金
を
請
求
す
る
権
限
を
有
す
る
セ
ク
タ
ー
二
の
専
門
医
な
ど
に
つ

い
て
深
刻
な
状
況
で
あ
る37

））。

第
五
節

第
四
章
の
ま
と
め

⑴

本
章
に
お
い
て
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
に
よ
っ
て
社
会
保
障
基
礎
制
度
と
並
ん
で
補
足
的
医
療
保
険
の
「
一
般
化
」

で
き
る
だ
け
多
く
の
国

民
へ
の
加
入
の
拡
大
）
が
進
め
ら
れ
る
経
緯
を
扱
っ
た
。
ま
ず
重
要
な
点
は
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
医
療
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
実
効
的
に
担
保
す
る
た
め
に
は
（
社
会
保
障
制
度
に
加
え
て
）
補
足
的
医
療
保
険
を
獲
得
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が

立
法
の
レ
ベ
ル
で
改
め
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
社
会
保
障
と
補
足
的
医
療
保
険
か
ら
成
る
「
デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ

ム
」
と
で
も
い
う
べ
き
制
度
が
、

事
実
上
の
も
の
と
し
て
は
以
前
か
ら
存
在
・
発
展
し
て
き
た
が
）
制
度
と
し
て
定
着
し
枠
付
け
ら
れ
た

も
の
と
評
価
で
き
る
。
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
受
給
者
が
最
貧
困
層
よ
り
も
広
い
範
囲
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
閾
値
効
果
が
問
題
と

な
っ
た
結
果
と
し
て
保
険
料
・
拠
出
金
の
減
額
の
仕
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
が
あ
く
ま
で
社
会
保
障
制
度
と
一

体
と
な
っ
て
一
般
化
さ
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
の
考
え
の
現
れ
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
社
会
保
障
基
礎
制
度
お
よ

び
補
足
的
医
療
保
険
を
組
み
合
わ
せ
た
医
療
保
障
が
、
あ
ら
ゆ
る
国
民
に
平
等
・
普
遍
的
に
、
か
つ
確
実
に
担
保
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

と
の
認
識
が
こ
こ
に
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る38

）。

既
に
述
べ
た
通
り
、
こ
の
よ
う
な
補
足
的
医
療
保
険
に
対
す
る
評
価
は
、
一
九
四
五
年
の
社
会
保
障
制
度
創
設
時
に
、
私
人
の
自
発
的
な
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自
助
努
力
の
余
地
を
認
め
る
と
い
う
目
的
の
下
に
補
足
的
医
療
保
険
が
想
定
さ
れ
た
時
期
の
そ
れ
と
は
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
変
化
の
背
景
に
は
、
二
つ
の
相
反
す
る
と
も
い
え
る
制
度
の
変
容
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
医
療
保
障
が
充
実
し
、
ま
た
そ
の

適
用
一
般
化
・
普
遍
化
が
進
み
、
何
ら
か
の
医
療
保
障
を
も
つ
こ
と
を
市
民
の
権
利
と
し
て
捉
え
る
考
え
方
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
医
療
保
障
に
対
す
る
考
え
方
に
は
む
し
ろ
逆
行
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
社
会
保
障
財
政
が
逼
迫
し
、
そ

の
給
付
の
水
準
が
後
退
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
社
会
保
障
制
度
と
補
足
的
医
療
保
険
を
組
み
合
わ
せ
た
二

段
階
の
保
障
を
出
来
る
限
り
多
く
の
国
民
に
担
保
し
よ
う
と
す
る
Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
の
誕
生
が
導
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
な
お
、
考
え
に
く
い
場

面
で
は
あ
る
が
、
も
し
社
会
保
障
財
政
の
状
況
が
好
転
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
端
発
生
・
定
着
し
た
補
足
的
医
療
保
険
の
保
険

者
の
活
動
範
囲
を
狭
め
る
よ
う
な
形
で
社
会
保
障
制
度
が
介
入
を
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
は
あ
る
程
度
不
可
逆
的
な

も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る39

））。

⑵

補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
と
の
関
係
で
次
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
特
に
二
〇
〇
九
年
以
降
、
つ
ま
り
は
ご
く
最
近
の
、
こ
の
制
度
の
管
理
運
営

主
体
お
よ
び
財
源
の
負
担
の
あ
り
方
で
あ
る
。
第
三
節
で
見
た
通
り
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
財
源
は
現
行
法
上
も
っ
ぱ
ら
補
足
的
医
療
保
険
組

織
が
負
担
す
る
特
別
な
税
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
給
付
に
つ
い
て
は
受
給
者
が
自
由
に
管
理
主
体
を
選
択
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
の
給
付
を
社
会
保
障
金
庫
が
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
、
補
足
的
医
療
保
険
が
フ
ラ
ン
ス
に

お
い
て
社
会
保
障
基
礎
制
度
の
給
付
水
準
の
後
退
の
受
け
皿
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
制
度
の
も
つ
意
味
は
き
わ
め
て
微

妙
で
あ
り
、
評
価
が
難
し
い
。

本
来
、
社
会
保
障
と
補
足
的
医
療
保
険
の
組
み
合
わ
せ
が
あ
ら
ゆ
る
国
民
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
低
所
得
者
の
補
足
的

医
療
保
険
に
つ
い
て
は
国
庫
負
担
が
予
定
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
も
思
え
、
実
際
、
制
度
の
創
設
当
初
に
は
こ
の
よ
う
な
制
度
が
予
定
さ
れ
て

い
た
。
国
庫
か
ら
の
拠
出
が
な
く
な
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
多
く
の
議
論
が
行
わ
れ
た
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
補
足
的
医
療
保
険
組
織

の
負
担
が
著
し
く
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
立
法
時
に
も
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る40

）。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
ま
ず
、
補
足
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的
医
療
保
険
組
織
の
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
ま
た
、
よ
り
大
き
な
問
題
と
し

て
、
こ
の
よ
う
な
財
源
負
担
の
変
化
が
、
社
会
保
障
と
補
足
的
医
療
保
険
組
織
と
の
間
の
役
割
分
担
の
変
容
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
に
社
会
保
障
か
ら
補
足
的
医
療
保
険
へ
と
、
い
わ
ば
財
源
負
担
が
移
転
さ
れ
る
こ
と
に
応
じ
て
、
補
足

的
医
療
保
険
組
織
に
、
社
会
保
障
制
度
の
管
理
・
運
営
へ
の
よ
り
強
い
参
加
や
、
疾
病
リ
ス
ク
の
管
理
運
営
へ
の
関
与
な
ど
を
認
め
る
べ
き

と
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
（
さ
ら
に
は
、
医
療
機
関
と
独
自
に
契
約
を
締
結
す
る
可
能
性
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
）。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
医
療
費
抑
制
政
策
へ
の
補
足
的
医
療
保
険
の
保
険
者
の
関
与
な
ど
と
の
関
係
で
、
第
五
章
に
お
い
て
改
め
て
検
討
を
加
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
九
九
年
の
Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
に
は
じ
ま
る
補
足
的
医
療
保
険
の
一
般
化
の
試
み
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
あ
り
方
が
も
つ
意

味
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
他
方
で
、
こ
の
改
革
全
体
を
通
じ
て
、
給
付
と
財
源
の
両
面
に
お
い
て
、
補
足
的
医
療

保
険
制
度
が
社
会
保
障
制
度
と
強
く
結
び
つ
け
ら
れ
る
動
き
が
見
ら
れ
、
こ
う
し
た
変
化
は
、
こ
の
後
、
社
会
保
障
制
度
本
体
の
構
造
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
次
章
で
扱
う
各
種
の
法
改
正
と
あ
わ
せ
て
、
補
足
的
医
療
保
険
と
社
会
保
障
制
度
の
制
度
的
な
連
続
性
・
一

体
性
が
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
時
期
と
い
え
よ
う
。

本
稿
の
第
一
編
第
二
章
、
第
二
編
第
一
章
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
補
足
的
医
療
保
険
制
度
は
、
そ
の
中
核
に
位
置
す
る
共
済

の
特
殊
な
性
格
を
一
つ
の
背
景
と
し
て
、
常
に
社
会
保
障
制
度
と
関
連
性
・
親
和
性
を
も
ち
な
が
ら
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
補
足
的
医
療
保

険
組
織
に
低
所
得
者
の
補
足
的
医
療
保
険
の
財
源
を
負
担
さ
せ
る
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
を
典
型
と
し
て
、
一
九
九
九
年
代
末
以
降
の

両
者
の
連
続
性
・
一
体
性
の
強
化
、

デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム
」
の
制
度
化
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
思
想
的
・
歴
史
的
文
脈
が
存
在
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

１
）

笠
木
映
里
「
医
療
制
度
｜
近
年
の
動
向
・
現
状
・
課
題
｜
」

特
集：

フ
ラ
ン
ス
社
会
保
障
制
度
の
現
状
と
課
題
）
海
外
社
会
保
障
研
究
一
六
一
号

（
二
〇
〇
七
年
）、
笠
木
映
里
「
公
的
医
療
保
険
の
給
付
範
囲
｜
比
較
法
を
手
が
か
り
と
し
た
基
礎
的
考
察
」

五
）
法
協
一
二
四
巻
五
号
（
二
〇
〇
七
年
）
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一
二
四
頁
以
下
。

２
）

笠
木
・
前
掲
注
（
１
）
論
文
「
医
療
制
度
」
ほ
か
。

３
）

B
o
rg
etto

(M
.),
B
rev

e reflex
tio
n
s su

r les a
p
p
o
rts et les lim

ites d
e la lo

i crea
n
t la C

M
U
,
D
roit S

ocial,
2000,

p
.
31.

そ
の
背

景
と
し
て
、
県
レ
ベ
ル
で
の
制
限
的
な
運
用
と
全
国
一
律
の
基
準
の
不
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。M

a
rie

(R
.),
L
a C

o
u
v
ertu

re M
a
la
d
ie U

n
iv
er-

selle,
D
roit S

ocial,
2000,

p
.
13.

本
稿
の
主
題
か
ら
は
外
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
法
改
正
は
、
低
所
得
者
層
の
医
療
に
つ
い
て
、
近
年
活
発
化
す
る

社
会
政
策
の
地
域
化
・
分
権
化
の
政
策
と
は
反
対
方
向
の
流
れ
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
社
会
保
障
と
分
権
と
い
う
全
く
異
な
る
論
点
か
ら

も
興
味
深
い
。F

ro
tiee

(B
.),
L
a
 
refo

rm
e fra

n
ça
ise d

e la
 
C
o
u
v
ertu

re m
a
la
d
ie u

n
iv
erselle,

en
tre risq

u
es so

cia
u
x
 
et a

ssu
ra
n
ce

 
m
a
la
d
ie,

L
ien
 
social et P

olitiqu
es-R

IA
C
,
5
5
,
L
a san

te
au
 
risqu

e d
u
 
social,

2006,
p
.
36.

４
）

L
o
i n
°
99

641 d
u 27 ju

illet 1999 rela
tiv
e a

la co
u
v
ertu

re m
a
la
d
ie u

n
iv
erselle,

J.
O
.,
28 ju

illet,
1999.

５
）

F
ro
tiee

(B
.),
o
p
.
cit.,

p
.
35.

６
）

以
下
、A

ssem
b
lee N

a
tio
n
a
le,
P
ro
jet d

e lo
i n
°
1419 p

o
rta
n
t crea

tio
n d

’u
n
e co

u
v
ertu

re m
a
la
d
ie u

n
iv
erselle,

d
ep
o
se
le 3 m

a
rs

 
1999,

A
ssem

b
lee N

a
tio
n
a
le,

1
ere

 lectu
re,

D
iscu

ssio
n en sea

n
ce p

u
b
liu
q
u
e 2

em
e
 sea

n
ce d

u 27 a
v
ril 1999.

７
）

D
u
p
ey
ro
u
x
(J.

J.),
D
roit d

e la secu
rite

sociale,
1
6

ed
ition

,
D
a
llo
z,
2008,

p
.
1109.

８
）

B
o
rg
etto

(M
.),
o
p
.
cit.,

p
p
.
30 et 32,

R
en
a
u
d
in
(A
.),
L
a C

M
U
:
l’en

g
a
g
em
en
t d
es a

ssu
reu

rs,
D
roit S

ocial,
2000,

p
.
56.

９
）

以
下
、C

h
a
u
ch
a
rd
(J.

P
.),
D
roit d

e la secu
rite

sociale
,
5
iem

e
 ed
itio

n
,
L
.
G
.
D
.
J.,
2010,

p
p
.
383 et s.

10
）

こ
の
基
準
額
は
、
基
礎
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
と
同
額
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
考
慮
さ
れ
る
収
入
の
内
容
が
異
な
っ
て
お
り
、
基
礎
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
場
合
に
は
課

税
対
象
に
な
る
収
入
の
み
が
考
慮
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
に
つ
い
て
は
課
税
対
象
に
な
ら
な
い
収
入
も
考
慮
さ
れ
る
。

11
）

こ
の
上
限
の
決
定
は
大
臣
ア
レ
テ
に
よ
る
が
、
社
会
保
障
金
庫
な
い
し
補
足
的
医
療
保
険
の
保
険
者
と
、
薬
局
や
眼
科
医
と
の
間
で
、
さ
ら
に
、
全

国
レ
ベ
ル
あ
る
い
は
地
域
レ
ベ
ル
で
の
交
渉
・
合
意
に
基
づ
き
、
こ
の
上
限
を
遵
守
し
た
価
格
設
定
を
義
務
付
け
る
内
容
の
協
定
が
締
結
さ
れ
う
る
。
こ

う
し
た
制
度
に
つ
い
て
は
、
貧
困
層
の
受
け
ら
れ
る
医
療
の
内
容
が
こ
れ
ら
の
交
渉
に
強
く
依
存
し
て
し
ま
う
こ
と
や
、
地
域
や
県
ご
と
に
不
平
等
な
状

況
が
生
じ
う
る
こ
と
が
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。B

o
rg
etto

(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
37,

D
ep
y
ero

u
x
(J.

J.),
o
p
.
cit.,

p
.
1093.

12
）

B
o
rg
etto

(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
33.

13
）

立
法
時
に
は
、
償
還
払
い
制
度
が
低
所
得
者
層
に
と
っ
て
受
診
を
妨
げ
る
重
要
な
一
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
。D

ep
y
ero

u
x

(J.
J.),

o
p
.
cit.,

p
.
1109.

14
）

例
え
ば
一
つ
の
共
済
組
合
に
全
て
の
対
象
者
を
集
め
る
よ
う
な
制
度
設
計
に
比
べ
て
、
ス
テ
ィ
グ
マ
の
問
題
が
生
じ
な
い
と
の
評
価
が
あ
る
。

B
a
d
el
(M
.),
M
u
tu
elles et C

M
U
C
:
u
n p

a
rten

a
ria
t fru

ctu
ex
?,
R
D
S
S
,
2009,

p
.
433.
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15
）

B
a
d
el
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
434.

16
）

B
a
d
el
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
p
.
433 et 434.

17
）

B
a
d
el
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
p
.
434 et 435.

18
）

B
a
d
el
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
434.

19
）

B
a
d
el
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
435.

20
）

M
a
rie

(R
.),
o
p
.
cit.,

p
.
19.

21
）

基
金
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
収
支
の
内
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。h
ttp
: //w

w
w
.cm

u
.fr /u

serd
o
cs /231

1 2010.p
d
f

（
最
終
閲
覧
日：

二
〇
一
一
年

四
月
四
日
）。

22
）

前
年
ま
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
税
や
た
ば
こ
税
の
導
入
等
も
通
じ
て
初
年
度
と
同
額
程
度
の
国
庫
負
担
が
行
わ
れ
て
お
り
（
但
し
支
出
の
伸
び
は
主
と

し
て
補
足
的
医
療
保
険
の
負
担
す
る
税
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、
相
対
的
に
は
国
庫
負
担
は
縮
減
し
て
い
た
）、
二
〇
〇
九
年
の
財
源

構
成
の
変
化
は
劇
的
な
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

23
）

D
el S

o
l
(M
.),
2009,

o
p
.
cit.,

p
.
421.

24
）

B
a
d
el
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
436.

25
）

B
a
d
el
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
437.

26
）

B
a
d
el
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
435.

27
）

笠
木
・
前
掲
注
（
１
）
論
文
「
医
療
制
度
」
二
〇
頁
、M

a
rie

(R
.),
o
p
.
cit.,

p
.
7.

28
）

M
a
rie

(R
.),
o
p
.
cit.,

p
.
15,

D
u
p
ey
ro
u
x
(J.

J.),
o
p
.
cit.,

1095.

29
）

B
o
rg
etto

(M
.),
o
p
.
cit.,

p
p
.
30 et 32,

D
u
p
ey
ro
u
x
(J.

J.),
o
p
.
cit.,

p
p
.
1094 et 1095.

30
）

K
a
m
b
ia
-C
h
o
p
in
(B
.)
et a

l.,
L
a co

m
p
lem

en
ta
ire sa

n
te
en F

ra
n
ce en 2006

:
u
n a

cces q
u
i reste in

eg
a
lita

ire.
R
esu

lta
ts d

e
 

l’E
n
q
u
ete S

a
n
te
P
ro
tectio

n S
o
cia
le 2006,

Q
u
estio

n
s d
’eco

n
o
m
ie d

e la sa
n
te
n
.
132,

m
a
i 2008,

p
.4.,

B
a
d
el
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
432.

31
）

B
o
rg
etto

(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
35.

32
）

G
ro
u
p
e d

e tra
v
a
il d

e la C
o
m
m
issio

n d
es co

m
p
tes d

e la S
ecu

rite
so
cia
le,

G
ro
u
p
e p

resid
e
p
a
r M

.
Jea

n
-F
ra
n
ço
is C

h
a
d
ela
t,

L
a repartition

 
d
es in

terven
tion

s en
tre les assu

ran
ces m

alad
ie obligatoires et com

plem
en
taires en

 
m
atiere d

e d
epen

ses d
e san

te
,

2003,
p
p
r.10 et 11.

33
）

D
el S

o
l
(M
.),
T
u
rq
u
et
(P
.),
L
es o

rg
a
n
ism

es co
m
p
lem

en
ta
ires d

’a
ssu

ra
n
ce m

a
la
d
ie et la g

estio
n d

u risq
u
e m

a
la
d
ie a

l’a
u
n
e

 
d
e la refo

rm
e d

u 13 a
o
u
t 2004,

R
D
S
S
,
2005,

p
.
317.
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34
）

D
u
p
ey
ro
u
x
(J.

J.),
o
p
.
cit.,

p
.
1119.

35
）

D
u
p
ey
ro
u
x
(J.

J.),
o
p
.
cit.,

p
.
1096.

こ
の
よ
う
な
制
度
の
導
入
は
一
九
九
九
年
当
時
に
も
行
わ
れ
た
が
、
Ｃ
Ｍ
Ｕ
の
前
身
と
な
っ
た
医
療

扶
助
が
無
拠
出
だ
っ
た
こ
と
と
の
関
係
で
制
度
の
後
退
で
あ
る
と
の
評
価
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
っ
た
な
ど
の
理
由
か
ら
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
（
補
足
的
医

療
保
険
組
織
の
反
対
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
）。B

o
rg
etto

(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
36.

36
）

B
o
rg
etto

(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
33,

B
a
d
el
(M
.),
o
p
.
cit.,

p
.
438.

37
）

ま
た
、
そ
も
そ
も
社
会
保
障
の
給
付
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
部
分
が
多
く
、
補
足
的
Ｃ
Ｍ
Ｕ
が
一
定
の
上
限
を
定
め
て
給
付
を
行
う
歯
科
に
つ
い
て

も
、
こ
う
し
た
問
題
が
深
刻
で
あ
る
。
参
照
、C

irc.
D
S
S n

°
2001

81,
12 fev

.
2001.

38
）

Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
を
検
討
課
題
と
し
た
比
較
的
重
要
性
の
高
い
政
府
関
係
報
告
書
（
い
わ
ゆ
るC

h
a
d
ela
t

報
告
書
）
に
お
い
て
は
、

基
礎
的
・
補
足
的
医

療
保
険
（a

ssu
ra
n
ce m

a
la
d
ie co

m
p
lem

en
ta
ire d

e b
a
se,

A
M
C
B

）」
を
設
定
し
、
社
会
保
障
とA

M
C
B

を
組
み
合
わ
せ
た
部
分
が
、
補
足
的
Ｃ

Ｍ
Ｕ
な
ど
を
通
じ
て
国
が
保
障
す
べ
き
水
準
の
医
療
保
険
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。R

a
p
p
o
rt C

h
a
d
ela
t,
o
p
.
cit.,

p
p
.
21 et s.

39
）

一
九
九
六
年
に
当
時
の
首
相
ア
ラ
ン
・
ジ
ュ
ペ
の
下
で
構
想
さ
れ
た
政
策
提
言
（
い
わ
ゆ
る
ジ
ュ
ペ
・
プ
ラ
ン
（P

la
n Ju

p
p
e

））
に
お
い
て
、
普
遍

的
医
療
保
険
制
度
（a

ssu
ra
n
ce m

a
la
d
ie u

n
iv
erselle

）
が
提
案
さ
れ
て
い
た
が
（
一
九
九
九
年
の
Ｃ
Ｍ
Ｕ
法
へ
つ
な
が
る
議
論
の
出
発
点
と
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
）、
こ
の
提
言
に
対
し
て
は
、
当
時
、
補
足
的
医
療
保
険
の
保
険
者
が
、
自
ら
の
存
在
意
義
を
失
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
か
ら
賛
成

し
な
か
っ
た
（
一
部
の
労
働
組
合
も
こ
の
案
に
は
反
対
し
て
い
た
）。
端
的
な
一
般
化
・
普
遍
化
の
傾
向
に
対
し
て
補
足
的
医
療
保
険
の
存
在
が
障
害
と
な

り
う
る
場
面
の
一
例
と
い
え
よ
う
。F
ro
tiee

(B
.),
o
p
.
cit.,

p
.
35.

40
）

A
v
is n

°
84
(2008

2009)
p
o
u
r le p

ro
jet d

e lo
i d
e fin

a
n
cem

en
t d
e la secu

rite
so
cia
le p

o
u
r 2009 d

e M
.
Jea

n
-Ja
cq
u
es JÉ

G
O
U
,

fa
it a

u n
o
m
 
d
e la co

m
m
issio

n d
es fin

a
n
ces,

d
ep
o
se
le 5 n

o
v
em
b
re 2008.

＊
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
（
Ｂ
））

社
会
保
障
と
市
場
の
協
調
・
共
働
関
係
」

平
成
二
十
二
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。
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